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祭の復活を
願って…

力を合わせ
て突き上げ
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ゲーター祭
神島の氏神である八代神社の神事で、大漁と平穏無事を
祈願する約 700年の間神島で続く伝統の祭。
元旦未明、東の空が明るくなるころに、太陽に見立てた
白いアワを女竹で突き上げて落とす。アワがより高く上
がれば上がるほど豊漁といわれる。

アワ持ちの到着を待つ児童 八代神社でサバを奉納し、復活を祈願

　

３
月
２
日
、
神
島
町
で
子
ど
も

ゲ
ー
タ
ー
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
元
旦
に
行
わ
れ
る
ゲ
ー
タ
ー

祭
が
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ

る
担
い
手
不
足
で
中
止
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
何
と
か
し
た
い
と
い

う
想
い
か
ら
神
島
小
学
校
の
子
ど

も
た
ち
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
白
装
束
に
身
を
包
ん
だ
鉢
巻
き

姿
の
児
童
ら
は
、
グ
ミ
の
木
を
束

ね
て
白
紙
を
巻
い
て
作
っ
た
直
径

１
．５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ア
ワ
と

呼
ば
れ
る
輪
を
持
っ
て
、
八
代
神

社
の
鳥
居
前
を
出
発
し
ま
し
た
。

ア
ワ
持
ち
の
児
童
ら
は
「
ヨ
ー
イ

ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
、ヨ
イ
サ
ヨ
イ
サ
」

と
掛
け
声
を
出
し
な
が
ら
路
地
を

練
り
歩
き
、
浜
の
入
り
口
で
待
っ

て
い
た
１
０
０
人
以
上
の
町
の
み

な
さ
ん
が
女
竹
の
剣
で
ア
ワ
を
た

た
い
て
出
迎
え
ま
し
た
。

　
太
陽
に
見
立
て
た
ア
ワ
を
女
竹

の
剣
で
突
き
上
げ
て
落
と
す
ア
ワ

突
き
が
東
の
浜
で
行
わ
れ
た
後
、

サ
バ
と
呼
ば
れ
る
ご
神
体
が
児
童

ら
の
中
に
投
げ
込
ま
れ
、
そ
れ
を

手
に
し
た
福
男
が
八
代
神
社
へ
全

速
力
で
走
っ
て
向
か
い
、
奉
納
し

ま
し
た
。

　
福
男
と
な
っ
た
小
久
保
凱
生
く

ん
は
「
大
漁
と
ゲ
ー
タ
ー
祭
の
復

活
を
願
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

「伝統を守りたい
」

子どもたちのゲータ
ー祭

アワを持って東の浜へサバ取りを待つ児童ら

サバを取った福男

高く上がるアワ

女竹を持って待つ町のみなさん
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　しろやまフェスタ実行委員会では、鳥羽城跡（城山公園）周辺で、
中心市街地の活性化や歴史・文化の再発見を目的に、「しろやま嘉
隆まつり」を開催します。　※雨天中止、順延なし

※
先
着
20
人
限
定
で
、陣
笠
を
被
っ

て
武
者
行
列
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

三
ノ
丸
広
場
で
は
、
行
列
の
到

着
後
、
松
本
藩
森
重
流
砲
術
保
存

会
に
よ
る
、
大
筒
と
火
縄
銃
の
演

武
が
行
わ
れ
ま
す
。

大
筒
の
迫
力
演
武

午
前
10
時
20
分
～

　

鳥
羽
市
民
コ
ー
ラ
ス
に
よ
る
合

唱
や
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

集
団
リ
エ
ム
～
R
・
f
・
m
～
に

よ
る
忍
者
シ
ョ
ー
、
鳥
羽
太
鼓
連

に
よ
る
「
と
ど
ろ
き
合
戦
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
に
は
餅
ま
き
を
行
い
ま
す
。

「水軍汁」や「やまとた
ちばな茶」、鳥羽ロータ
リークラブによる「嘉隆
ぜんざい」のふるまいを
行います。※数量限定

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
　
午
前
９
時
15
分
～

　

佐
田
浜
東
公
園
（
ド
ル
フ
ィ
ン

公
園
）
で
、
九
鬼
水
軍
の
演
奏
に

合
わ
せ
て「
鳥
羽
物
語
」の
踊
り
が

披
露
さ
れ
ま
す
。
ま
た
嘉
隆
公
が

率
い
る
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

隊
の
武
者
行
列
が
三

ノ
丸
広
場
を
目
指
し
て
出
発
し
ま

す
。

第７回 桜と夢咲く、
４15
（日）

しろやまフェスタ実行委員会

出
陣
式

武
者
行
列

子
ど
も
甲
冑
隊

大
筒
演
武

鳥
羽
太
鼓
連 

と
ど
ろ
き
合
戦

大
ホ
ラ
吹
き
大
会

子
ど
も
狂
言

出
陣
式

武
者
行
列

子
ど
も
甲
冑
隊

大
筒
演
武

鳥
羽
太
鼓
連 

と
ど
ろ
き
合
戦

大
ホ
ラ
吹
き
大
会

子
ど
も
狂
言

出
陣
式

武
者
行
列

子
ど
も
甲
冑
隊

大
筒
演
武

鳥
羽
太
鼓
連 

と
ど
ろ
き
合
戦

大
ホ
ラ
吹
き
大
会

子
ど
も
狂
言

出
陣
式

武
者
行
列

子
ど
も
甲
冑
隊

大
筒
演
武

鳥
羽
太
鼓
連 

と
ど
ろ
き
合
戦

大
ホ
ラ
吹
き
大
会

子
ど
も
狂
言

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

出
陣
式

武
者
行
列

子
ど
も
甲
冑
隊

大
筒
演
武

鳥
羽
太
鼓
連 

と
ど
ろ
き
合
戦

大
ホ
ラ
吹
き
大
会

子
ど
も
狂
言

は
ま
お
ぎ

      

コ
ー
ラ
ス

出
陣
式

武
者
行
列

子
ど
も
甲
冑
隊

大
筒
演
武

鳥
羽
太
鼓
連 

と
ど
ろ
き
合
戦

忍
者
シ
ョ
ー

は
ま
お
ぎ
コ
ー
ラ
ス

午
前
11
時
15
分
～

ふるまいコーナー

鳥羽商工会議所	  25 2751
鳥羽市観光協会	  25 3019
農水商工課商工労政係	  25 1156
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平
成
30
年
度
の
当
初
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
は
１
０
９
億

円
で
、
前
年
度

（※）
に
比
べ
0.3
％

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
の
５

つ
の
特
別
会
計
予
算
は
合
計
で

68
億
１
，８
０
０
万
円
、
水
道
事

業
会
計
予
算
は
19
億
３
，４
５
３
万

円
で
、
こ
れ
ら
の
会
計
を
合
わ
せ

た
平
成
30
年
度
当
初
予
算
総
額
は

１
９
６
億
５
，
２
５
３
万
円
と
な
り

ま
す
。

※
前
年
度
は
、
骨
格
予
算
と
し
て

編
成
し
た
た
め
、
平
成
29
年
度
６

月
補
正
後
の
予
算
と
比
較
し
て
い

ま
す
。

　

第
五
次
鳥
羽
市
総
合
計
画
に
お

け
る
後
期
基
本
計
画
の
中
間
年
度

に
あ
た
る
平
成
30
年
度
は
、
「
真

珠
の
よ
う
に
き
ら
り
輝
く
鳥ま

羽ち

」

の
実
現
に
向
け
、
総
合
計
画
で
目

指
す
ま
ち
づ
く
り
指
標
の
達
成
に

向
け
た
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
上
で
、
次
の
７
つ
の
施

策
に
重
点
を
置
い
て
予
算
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

～「真珠のようにきらり輝く鳥
ま ち

羽」をめざし～
平成３０年度の当初予算をお知らせします。
総額１９６億５，２５３万円

一
般
会
計
予
算
の
概
要

産学連携も見据えた‘稼ぐ’源泉の発掘による新たな雇用の創出

芸術文化を融合した観光振興施策や政策観光による魅力発信に資する施策

国際観光文化都市にふさわしい景観、まちづくりと快適な環境空間を創造する施策

移住定住による生産年齢人口の増加策に加えて人口流出抑制策

防災まちづくりと地域の受援力強化に資する施策

地域共生社会の実現に向けた福祉施策の推進

公民連携を通して市民が交流できる場づくりと移動手段の方策

７つの重点施策

移住定住

地域共生

市民交流

稼ぐ

芸術

景観

防災
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平成 30 年度　鳥羽市予算
会計名 平成 30 年度 平成 29 年度 

（６月補正後）
前年度比較

増減額 伸率（％）
一般会計 10,900,000 10,932,948 △ 32,948 △ 0.3

特別会計

国民健康保険事業 2,859,500 3,561,900 △ 702,400 △ 19.7

介護保険事業 2,681,800 2,620,000 61,800 2.4

定期航路事業 609,800 590,000 19,800 3.4

特定環境保全公共下水道事業 148,800 142,600 6,200 4.3

後期高齢者医療 518,100 520,300 △ 2,200 △ 0.4

小　　　　計 6,818,000 7,434,800 △ 616,800 △ 8.3

企業会計 水  道  事  業 1,934,530 1,716,510 218,020 12.7

合　計 19,652,530 20,084,258 △ 431,728 △ 2.1

基金 15 億 7,925 万 5 千円
市債残高

（市民一人当たり )
123 億 2,749 万 2 千円

（64 万 4,070 円）

※�目的別の予算を、2 月 28 日現在の人口 19,140 人で割っ
たものです。

※�市税約 28 億円を 2 月 28 日現在の
人口 19,140 人で割ったものです。

使われるお金

議会費 議会の運営など 7,252 円

総務費 市全般の管理事務など 100,955 円

民生費 高齢者福祉、児童福祉など 159,916 円

衛生費 保健衛生やごみ、し尿の処理など 73,711 円

農林水産業費 農林水産業の振興など 14,846 円

観光商工費 観光、商工業の振興など 18,107 円

土木費 道路、河川、都市計画など 39,685 円

消防費 消防、救急、救助など 32,906 円

教育費 小・中学校や幼稚園の整備など 41,969 円

公債費 市の借入金の返済 71,579 円

その他 災害復旧費用ほか 8,562 円

合　計 569,488 円

負担するお金
市税 145,390 円

市税 [25.5%]
27 億 8,277 万円

地方交付税 [30.1％]
32 億 8,500 万円

国・県支出金 [13.6％]
14 億 8,183 万円

市債 [8.2％]
8 億 9,340 万円

その他 [22.6％]
24 億 5,700 万円

議会費 [1.3％]
1億 3,880 万円

総務費 [17.7％]
19 億 3,228 万円

民生費 [28.1％]
30 億 6,078 万円

衛生費 [12.9％]
14 億 1,083 万円

農林水産業費 [2.6％]
2 億 8,415 万円

観光商工費 [3.2％]
3 億 4,657 万円

土木費 [7.0％]
7 億 5,957 万円

消防費 [5.8％]
6 億 2,983 万円

教育費 [7.4％]
8 億 328万円

公債費 [12.5％]
13 億 7,002 万円

その他 [1.5％]
1 億 6,389 万円

歳入合計
109億円

歳出合計
109億円

市税 [25.5%]
27 億 8,277 万円

地方交付税 [30.1％]
32 億 8,500 万円

国・県支出金 [13.6％]
14 億 8,183 万円

市債 [8.2％]
8 億 9,340 万円

その他 [22.6％]
24 億 5,700 万円

議会費 [1.3％]
1億 3,880 万円

総務費 [17.7％]
19 億 3,228 万円

民生費 [28.1％]
30 億 6,078 万円

衛生費 [12.9％]
14 億 1,083 万円

農林水産業費 [2.6％]
2 億 8,415 万円

観光商工費 [3.2％]
3 億 4,657 万円

土木費 [7.0％]
7 億 5,957 万円

消防費 [5.8％]
6 億 2,983 万円

教育費 [7.4％]
8 億 328万円

公債費 [12.5％]
13 億 7,002 万円

その他 [1.5％]
1 億 6,389 万円

歳入合計
109億円

歳出合計
109億円

一般会計予算 109 億円
前年比 0.3％（3,294 万 8 千円）減額

市民一人当たりで計算すると ...

一般会計資産の状況
　（平成 29 年度末見込み額）

※�市民一人当たりは、２月 28 日現在の人口 19,140 人で割っ
たものです。

（単位：千円）
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景観

取り組む主な事業を紹介します平成30年度に

鳥羽ファンと市民が幸せをわかちあうまちめざす
まちの姿

移住・定住の促進

６次産業化推進事業

中央公園施設の整備

英語教育の推進

保育所の運営・整備

海女文化継承啓発事業

寝屋子の島留学事業

鳥羽が好き
ふるさと給食の実施

国民体育大会準備事業

　「とばぐらし」を促進する多様な取り組みを行う
ことで、切れ目ない、
きめ細かな移住支援
を推進します。

　６次産業化の担い手となる
個人や団体が経営ノウハウを
習得できる場をつくること
で、ビジネスとして自立して
いけるよう支援します。

　鳥羽中央公園において、テニスコートなどの改
修、樹木の伐採のほか、各施設の配置検討を含めた
公園全体の測量および基本設計を行います。

　国際観光文化都市鳥羽で学
ぶ小・中学生が英語を身近な
ものとして身につけ、その習
得状況を把握するため、英語
検定にチャレンジします。
　また、小学校英語の教科化
に向け、スムーズに移行できるよう、
英語教育モデル校事業を実施します。

　保育を必要とする児童に対し、市内の 9 保育所
において保育を行い、心身の健全な発育を図りま
す。また、神島保育所の整
備において、隣接する既存
施設をリノベーションし、
活用します。

　アワビの資源回収実証実験を行うほ
か、海女を応援する取り組みとして、
海女漁具購入補助支援などを行いま
す。また、海藻食文化に注目した「海
藻文化祭」を開催します。

　答志地区において、答志小・中学校に転学を希望
する児童・生徒を受け入れ、地域の活性化および移
住定住施策の推進を図ります。

　鳥羽でとれる新鮮な食材を活用し、食を通して
郷土愛を育みます。

　平成 33 年三重とこわか国体開催に向けた準備
を進めます。

 6,187 万 8 千円

95 万円

5,363 万 1 千円

132 万 7 千円

 5 億 1,100 万 4 千円

1,442 万 8 千円

175 万 1 千円

130 万 5 千円

484 万 6 千円

学びたい・働きたい・住み続けたいという
思いが育つまち

めざす
まちの姿

移住定住

稼ぐ 稼ぐ
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鳥羽商船高等専門学校との連携事業 漁港整備事業

　鳥羽商船高等専門学校
と連携し、ICT を活用し
た獣害対策や、ドローン
を活用した漁場監視など
の取り組みを推進します。

　各漁港施設の改良、整備
を行い、機能の維持・向上
を図ります。

129 万 7 千円
6,951 万 9 千円

自然と調和した営みが広がるまちめざす
まちの姿

芸術を活かした観光振興事業

真珠のふるさと振興事業

中心市街地の賑わい・
魅力創出事業

合併浄化槽普及啓発事業

森と海・きずな事業

海女文化を活かした
賑わいづくり事業

地方道路整備事業

　芸術が鳥羽市を訪れる魅力
の一つとなるよう、海に関係
する作品を創出するアーティ
ストを招へいし、市民や観光
客の交流を促進するほか、情
報発信を行います。

　養殖真珠発祥の地である
ことを再認識し、真珠の文
化的価値を高める取り組み
として、婚姻届を提出した
市民に真珠製品を贈り「真
珠ＰＲ隊」に任命するほか、
全国写真コンクールを実施
します。

　若手アーティストなどを募集し、店舗などへの作
品展示やワークショップなどを通じて、市民や観光
客の周遊促進を図ります。

　生活雑排水を処理できる合併処理浄化槽へ転換を
促進していくほか、生活排水対策推進計画のモデル
地区である妙慶川流入区域の事業者の合併処理浄化
槽への転換を促進します。

　森林の持つ本来の機能を回復させ、下流において
豊かな海の育みを図るため、加茂地区において森林
整備を実施します。また、市内にある危険な木を伐
採することで安全な生活環境を確保します。

　海の博物館を拠点とした海女文化を活かした賑
わいづくり事業を実施します。

　道路の改築や橋の長寿
命化を推進し、道路利用
者の安全性の向上を図り
ます。また、河内ダム事
業に必要となる道路用地
を確保します。

490 万 8 千円

 184 万 1 千円

400 万円

2,999 万 6 千円

1,032 万 7 千円

300 万円

1 億 9,059 万 8 千円

PR

芸術

芸術

芸術
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生きがいや安心をみんなでつくるまちめざす
まちの姿

無駄なく効果の高い行政経営が進むまちめざす
まちの姿

防災対策事業

ふるさと納税推進事業

協働のための人材育成事業

消防庁舎整備事業 へき地診療所運営事業

いきいきお出かけ券事業

離島振興事業

地域共生社会推進事業

　自治会・町内会が行う自主防災倉庫や津波避難路
などの整備を支援するほか、新たな同報系防災行
政無線の基本構想および
基本設計業務や J アラー
トの改修を行うなど、災
害に強いまちづくりを進
めます。

　ふるさと納税制度により、市に寄付していただい
たかたに特産品を贈呈します。寄付件数の増加を図
るため、県内外へのＰＲの促進、強化に取り組みま
す。

を したかたは運転免許証 自主返納

が6かか月間無料！！バス運賃バス運賃
4月1日
 スタート！

　

　

運転経歴証明書をお持ちのかた

〈運転経歴証明書の取得方法〉

申請書に必要事項を記入・押印し、運転経歴
証明書を持参して下記に申請してください。

年齢制限はありません。本人のかたが1回のみ申請できます。

利用方法

三重県警　運転経歴証明書 検索

申請方法

定期船課窓口および連絡所、市民課、
保健福祉センターひだまり申請場所

申請手数料
1,000円が
必要です

　かもめバスでは、無料利用期間終了後も定期航路乗継利用割引制度、ハッピーチケット利用割引制度などお得な割引制度で
あなたの生活をサポートします。ぜひ利用してください。　くわしくは、かもめバスのホームページなどをご覧ください。 かもめバス　割引 検索

　運転免許証を自主返納したかたは、身分証
明書にもなり、さまざまな特典を受けること
ができる運転経歴証明書の申請をおすすめし
ます。
　運転免許センターまたは住所地を管轄する
警察署にて運転免許証を自主返納し、5年以内
に申請することにより取得できます。くわし
くは、三重県警のホームページ、運転免許セン
ター（☎059-229-1212）または、警察署
にて確認してください。

対象者

　申請者に無料利用券を郵送します。かもめバスを利
用する際に無料利用券を運転手へ掲示してください。
　無料利用券が届いてから6か月後の月末まで使用
できます。

　協働のまちづくりを推進していくほか、映画「ふ
るさとがえり」の上映会を実施します。

　消防庁舎を高台に新築移
転することで、災害時活動
拠点となる施設を確保し減
災に努めます。

　へき地の医療を支える診療所を運
営し、地域住民が安心して受診でき
る医療体制を整えます。

　70 歳以上のかたが、市営定期船やかもめバス、
近鉄電車を利用したときの運賃助成を行うことで、
いきいきと外出できるよう支援します。

　漁村集落に残る行事や風習などを調査・保存し、
活用することで、都市との新たな交流人口の増加
を目指した取り組みを行います。また、離島住民
自動車所有意識調査を行い、離島住民の利便性向
上と負担軽減および定期
船からの２次交通対策と
して、カーシェアリング
の事業化を検討します。

　地域共生社会の実現に向けた地域づくりを推進
するため、支援体制の構築を図ります。

3,859 万 5 千円

1 億 5,160 万 5 千円

169 万 7 千円

1 億 8,436 万 2 千円 3 億 85 万 9 千円

1,411 万 5 千円

386 万 6 千円

681 万 6 千円
地域共生

市民交流

市民交流

防災

広報とば  平成30 年４月 1 日号 8



かもめバスのダイヤを
一部改正します

4月1日から

かもめバスかもめバス

かもめバス

を したかたは運転免許証 自主返納

が6かか月間無料！！バス運賃バス運賃
4月1日
 スタート！

　

　

運転経歴証明書をお持ちのかた

〈運転経歴証明書の取得方法〉

申請書に必要事項を記入・押印し、運転経歴
証明書を持参して下記に申請してください。

年齢制限はありません。本人のかたが1回のみ申請できます。

利用方法

三重県警　運転経歴証明書 検索

申請方法

定期船課窓口および連絡所、市民課、
保健福祉センターひだまり申請場所

申請手数料
1,000円が
必要です

　かもめバスでは、無料利用期間終了後も定期航路乗継利用割引制度、ハッピーチケット利用割引制度などお得な割引制度で
あなたの生活をサポートします。ぜひ利用してください。　くわしくは、かもめバスのホームページなどをご覧ください。 かもめバス　割引 検索

　運転免許証を自主返納したかたは、身分証
明書にもなり、さまざまな特典を受けること
ができる運転経歴証明書の申請をおすすめし
ます。
　運転免許センターまたは住所地を管轄する
警察署にて運転免許証を自主返納し、5年以内
に申請することにより取得できます。くわし
くは、三重県警のホームページ、運転免許セン
ター（☎059-229-1212）または、警察署
にて確認してください。

対象者

　申請者に無料利用券を郵送します。かもめバスを利
用する際に無料利用券を運転手へ掲示してください。
　無料利用券が届いてから6か月後の月末まで使用
できます。

①鳥羽小学校～石鏡港線
　小浜～安楽島線

　各路線共通で鳥羽方面行きは「ハロー」
へ停車していましたが、「市民の森（ハロー
側）」へ変更します。
②鳥羽～国崎線
◦�鳥羽警察署への利便性を向上するため、
　「鳥羽警察署前」を新設します。
◦�国崎行きがハロー周辺では「市民の森（市

民の森側）」にしか停車せず不便なことから、
1 日 2 便（10 時台、13 時台）経路を変更し、
「市民の森（ハロー側）」に停車します。

◦�バスから鉄道（松尾駅）への乗継ぎのために、
「国崎」発鳥羽行きの出発時刻を次のとおり
変更します。

③鳥羽小学校～石鏡港線
◦�これまで９時台の石鏡港行きのバスは平日

のみ「ハロー」へ停車していましたが、土日・
祝日の「鳥羽バスセンター」９：05 発のバ
スについても「ハロー」へ停車します。

◦�平日 14 時台の上り・下りおよび土日・祝
日 9 時台の鳥羽行きを、高丘町内を通る経
路に変更します。

　かもめバスを利用するみなさんからの意見や要望を踏まえ、4月1日からダイヤを一部改正します
ので、主な変更内容についてご案内します。

変更前出発時刻 変更後出発時刻
６：05　　→　　6：00
６：35　　→　　6：32

市地域公共交通会議事務局（定期船課内）　  25 4776

◎4月1日からバス運賃について、免許返納者割引を実施します。

今回の変更は、ほかのダイヤにも変更が
あります。くわしいダイヤについては、
今号折り込みの「か
もめバス時刻表（平
成 30 年 4 月 1 日改
正）」をご覧くださ
い。

9 広報とば  平成30 年４月 1 日号



市
立
海
の
博
物
館　

   

32
６
０
０
６

関連イベント ゴールデンウィークのイ
ベント

鳥羽の海のプランクトンに
ついて学ぼう！
　観察や工作などを通じ、鳥羽の海で育まれる小
さな生命について学びます。
とき　６月９日（土）　午前 10 時～午後４時 
集合場所　市立海の博物館　※菅島へは船で移動します。
協力　名古屋大学附属菅島臨海実験所
参加料　無料　※ただし、船着き場の
駐車代に１台 750 円程度が必要です。
定員　20 人
対象　小学校３年生以上
事前に市立海の博物館へ申し込んでく
ださい。

　

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
水
面
ま
た

は
水
中
を
浮
遊
す
る
生
物
の
総

称
で
す
。
ギ
リ
シ
ア
語
で
漂

う
・
さ
ま
よ
う
を
意
味
す
る

「
P
l
a
n
k
t
o
s
」
が
語
源

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
の
水
を
す

く
え
ば
、目
に
は
見
え
な
く
て
も
、

そ
こ
に
は
数
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
多

く
の
生
命
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
本
展
は
、世
界
的
な
研
究
者
で
、

か
つ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
も
あ
る
ク

リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
サ
ル
デ
氏
の
写

真
を
中
心
に
構
成
し
、
鳥
羽
で
調

査
・
撮
影
し
た
作
品
も
多
数
展
示

し
ま
す
。
地
球
外
生
命
体
か
と
思

う
よ
う
な
ゴ
カ
イ
類
や
甲
殻
類
の

幼
生
、
緑
や
黄
色
の
宝
石
を
散
り

ば
め
た
よ
う
な
け
い
藻
類
な
ど
、

顕
微
鏡
で
ミ
ク
ロ
の
世
界
の
住
民

た
ち
を
写
し
だ
し
た
作
品
に
は
、

た
だ
息
を
の
む
ば
か
り
で
す
。

　
海
の
神
秘
に
満
ち
溢
れ
た
小
さ

な
生
命
の
姿
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

鳥
羽
の
海
に
暮
ら
す
生
物
の
多
様

性
や
進
化
、人
と
海
と
の
繋
が
り
、

海
洋
環
境
な
ど
に
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

企
画
展
「
鳥
羽
の
海
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　
～
美
し
き
ミ
ク
ロ
の
世
界
～
」

と
き　
４
月
14
日
㈯
～
７
月
８
日
㈰

ミクロの世界を
のぞいてみよう！
　博物館近隣の海で採取したプランク
トンを、顕微鏡などで観察します。
とき　４月 15 日（日）・28 日（土）・５月 13 日（日）
　　　午前10時～正午、午後１時30分～３時（随時受付）
ところ　市立海の博物館特別展示室
参加料　無料

海女がとる海藻 ワカメ・ヒジキを
刈り採ってみよう！
　海藻が生えている磯
に出て、漁協の許可の
もと、特別にワカメと
ヒジキを刈り採る体験
をします。
とき　4 月 30 日（月・振）
　　　午前 11 時～午後 2 時
定員　20 人　　対象　小学生以上
持ち物　すべらない靴　　参加料　1,200 円
事前に市立海の博物館へ申し込んでください。

海のクラフト体験！
とき　４月 28 日（土）～
　　　５月６日（日）
午前 10 時～ 11 時 30 分、午
後１時30分～３時（随時受付）
海のマグネット…500 円
海藻おしば…500 円
ジェルキャンドル…700 円
所要時間は約 30 分です。

プランクトンの採取風景

宝石のような鳥羽の海のプランクトン

ケイソウを食べようと
するクシクラゲの幼体

市
立
海
の
博
物
館

広報とば  平成30 年４月 1 日号 10
※ 6 月 26 日（火）～ 30 日（土）は休館日です。



市
民
意
識
調
査

「
ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の
声
を
」

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

企
画
財
政
課
企
画
経
営
室　

   

25
１
１
０
１

重要度が高かった施策
１位	 消防・救急体制を充実する。
２位	 いざという時の受診体制を整える。
３位	 安全で安定した水を提供する。
４位	 健康づくりに対する意識を高める。
５位	 災害から市民生活をまもる。
 
重要度が低かった施策
１位	 低炭素社会への歩みを進め、
	 地球環境をまもる。
２位	 協働のための仕組みをつくる。
３位	 地域づくりに歴史文化を活かす。

満足度が高かった施策
１位	 安全で安定した水を提供する。
２位	 健康づくりに対する意識を高める。
３位	 消防・救急体制を充実する。
４位	 まちの美しさや機能に磨きをかける。
５位	 地域ぐるみで子どもたちを育てる。

満足度が低かった施策
１位	 若者の地元での就職や起業を支える。
２位	 将来性のある企業活動・ビジネス
	 を育てる。
３位	 目的達成型の行政経営を進める。

市政に対する満足度・重要度

　
市
で
は
、
将
来
都
市
像
を
「
真

珠
の
よ
う
に
き
ら
り
輝
く
鳥ま

羽ち

」

と
し
、
市
民
と
共
に
め
ざ
す
ま
ち

の
姿
と
し
て
施
策
目
標
を
掲
げ
、

平
成
28
年
度
か
ら
第
五
次
鳥
羽
市

総
合
計
画
に
お
け
る
後
期
基
本
計

画
お
よ
び
、
平
成
27
年
度
か
ら
各

種
団
体
・
事
業
所
の
有
識
者
に

よ
っ
て
作
成
し
た「
鳥
羽
市
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
め
ざ
す
ま
ち
の
姿
に
ど
の
程
度

近
づ
い
て
い
る
か
を
総
合
的
に
確

認
す
る
た
め
に
、
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
施
策
目
標
の
重
要
度
や
満

足
度
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
伺
い
ま
し

た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も

と
に
、
今
後
の
施
策
お
よ
び
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
く
わ
し
い
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

調
査
対
象

　
平
成
29
年
９
月
に
市
内
在
住
の

18
歳
以
上
の
市
民
2,
0
0
0
人

の
か
た
を
無
作
為
抽
出
で
選
ん
で

ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
、
６
５
７

人
（
32
．85
％
）
の
か
た
か
ら
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

回
答
者
の
年
代
別
の
割
合

　

鳥
羽
へ
の
愛
着

　
全
体
で
「
持
っ
て
い
る
」
か
た

は
43・
２
%
「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
持
っ
て
い
る
」
が
39
・６
%
と

な
り
、
82・８
%
の
か
た
が
愛
着

を
持
た
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
27

年
度
の
調
査
か
ら
少
し
下
が
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
別
で
は
長
岡
地
区
、

鏡
浦
地
区
、
離
島
地
区
の
順
で
愛

着
を
持
た
れ
て
い
る
か
た
が
高
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

鳥
羽
の
住
み
や
す
さ

　

23
・３
%
の
か
た
が
「
住
み
や

す
い
」
42
%
の
か
た
が
「
ま
あ

住
み
や
す
い
」
と
答
え
て
お
り
、

21・２
%
の
か
た
が
「
や
や
住
み

に
く
い
」、11・３
%
の
か
た
が「
住

み
に
く
い
」
と
答
え
て
お
り
平
成

27
年
度
の
調
査
か
ら
住
み
に
く
い

と
い
っ
た
か
た
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

今
後
の
定
住
に
つ
い
て

　

54・２
%
の
か
た
が
「
ず
っ
と

住
ん
で
い
た
い
」
25
%
の
か
た

が
「
し
ば
ら
く
は
住
む
つ
も
り
」

を
合
わ
せ
79
・
２
％
と
な
り
、
平

成
27
年
度
の
調
査
と
比
べ
５・７

%
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
20
代
、
30
代
に
お
い
て
は

「
交
通
の
便
が
悪
い
」「
買
い
物
が

不
便
で
あ
る
」「
医
療
・
福
祉
が

充
実
し
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
理

由
か
ら
、「
市
外
に
移
り
た
い
」「
近

い
う
ち
に
転
出
す
る
」
の
割
合
が

高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

市
政
に
お
け
る
関
心
事
項

　

44・９
%
の
か
た
が
、
市
政
に

関
心
が
あ
る
と
答
え
て
お
り
、
関

心
の
内
容
は
、「
市
税
の
今
後
の

方
向
性
」、「
福
祉
や
子
ど
も
の
教

育
と
い
っ
た
自
分

の
生
活
に
関
す
る

こ
と
」「
税
金
の

使
い
み
ち
」
の
順

に
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

20 歳代 5.8%
30 歳代 7.0%
40 歳代 14.3%
50 歳代 20.1%
60 歳代 23.3%
70 歳代 20.9%
80 歳代 ５.9%

持っている持っている

どちらかといえば
持っている
どちらかといえば
持っている

どちらかと
いえば持って
いない

どちらかと
いえば持って
いない

持っていない 無回答

住みやすい住みやすい

ずっと
住んでいたい
ずっと
住んでいたい

市外に移りたい市外に移りたい

近いうちに
転出する
近いうちに
転出する

しばらくは
住むつもり
しばらくは
住むつもり

まあ住みやすいまあ住みやすい

やや
住みにくい
やや
住みにくい

住みにくい住みにくい

43.2%43.2%

23.3%23.3%

54.2%54.2%25.0%25.0%

15.4%15.4%

2.1%2.1% 3.3%3.3%

39.6%39.6%

21.2%21.2%

42.0%42.0%

11.3%11.3%

9.6%9.6%

5.8%5.8% 1.8%1.8%

2.2%2.2%無回答

無回答

持っている持っている

どちらかといえば
持っている
どちらかといえば
持っている

どちらかと
いえば持って
いない

どちらかと
いえば持って
いない

持っていない 無回答

住みやすい住みやすい

ずっと
住んでいたい
ずっと
住んでいたい

市外に移りたい市外に移りたい

近いうちに
転出する
近いうちに
転出する

しばらくは
住むつもり
しばらくは
住むつもり

まあ住みやすいまあ住みやすい

やや
住みにくい
やや
住みにくい

住みにくい住みにくい

43.2%43.2%

23.3%23.3%

54.2%54.2%25.0%25.0%

15.4%15.4%

2.1%2.1% 3.3%3.3%

39.6%39.6%

21.2%21.2%

42.0%42.0%

11.3%11.3%

9.6%9.6%

5.8%5.8% 1.8%1.8%

2.2%2.2%無回答

無回答

持っている持っている

どちらかといえば
持っている
どちらかといえば
持っている

どちらかと
いえば持って
いない

どちらかと
いえば持って
いない

持っていない 無回答

住みやすい住みやすい

ずっと
住んでいたい
ずっと
住んでいたい

市外に移りたい市外に移りたい

近いうちに
転出する
近いうちに
転出する

しばらくは
住むつもり
しばらくは
住むつもり

まあ住みやすいまあ住みやすい

やや
住みにくい
やや
住みにくい

住みにくい住みにくい

43.2%43.2%

23.3%23.3%

54.2%54.2%25.0%25.0%

15.4%15.4%

2.1%2.1% 3.3%3.3%

39.6%39.6%

21.2%21.2%

42.0%42.0%

11.3%11.3%

9.6%9.6%

5.8%5.8% 1.8%1.8%

2.2%2.2%無回答

無回答
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　この10年で、70歳以上の高齢者数は1.3倍に、国民医療費も1.3倍になりました。団塊世代が全員
75歳以上になる2025年には国民医療費の総額は61.8兆円にもなる見込みです。
　国民皆保険を将来にわたって守り続けるため、平成30年4月から、これまでの市町村に加え、都道
府県も国民健康保険制度を担うことになりました。

市民課保険年金係　  25 １１４８

平成30年4月から
国民健康保険制度が変わります

国の責任として約3,400億円の追加的な財政支援（公費拡充）を行います。

都道府県と市町村がともに国民健康保険の保険者となり、それぞれの役割を担います。

三重県と鳥羽市の役割分担

見直しの柱

平成30年度から、都道府県も国民健康保険の保険者となります。
平成30年度以降の一斉更新から、新しい被保険者証などには、
居住地の都道府県名が表記されるようになります。

見直しによる主な変更点

三重県の主な役割 鳥羽市の主な役割
・財政運営の責任主体 ・国保事業費納付金を三重県に納付
・国保運営方針に基づき、事務の効率化、標準化、 
　広域化を推進 ・資格を管理（被保険者証などの発行）

・市町ごとの標準保険料率を算定、公表 ・標準保険料率などを参考に保険税率を決定
・保険税の賦課、徴収

・保険給付費等交付金の市町への支払い ・保険給付の決定、支給

保険税は、県が市町ごとに示す標
準保険料率を参考に市が決定し、
賦課・徴収も市が行います。ま
た、資格の取得や喪失、高額療養
費などの各種届け出も引き続き鳥
羽市の窓口で受け付けます。

保険税の納付や
各種届け出について

鳥 羽 市

Ａ  市

B  町

三重県が市町ごと
に決定した国保事
業費納付金を市町
が納付

三重県
運営方針の策定

（県内の統一的方針）

保険給付に必要な
費用を全額、各市
町に支払う
 （交付金の交付）
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　市では、今年度、現代の地域社会が抱える、さまざまな矛
盾や葛藤の物語である映画「ふるさとがえり」の自主上映会
を希望する地域の協力を得て開催します。
　映画の題材のひとつである消防団の現状は「つながりとは
何か」を観る人に問いかけます。また、「夢」を追いかける
主人公の姿は「私たちはどこで生きるべきなのか」と訴えか
けます。映画を観ていただくことで「ふるさと・地域」につ
いて考える機会を市内各地に届けます。
　また、映画鑑賞後には共通認識のもと、市長やゲストと映
画を鑑賞した感想や地域への想いなどについて語り合う交流
の場を創出します。
　開催の手順として、市が上映会に必要な機材を準備します
ので、上映会を希望する団体・組織などは、市民課市民交流
室まで連絡をお願いします。
　開催日程など打合せの上、地域での上映会開催となりま
す。なお、鑑賞料金は無料です。くわしくは、市民課市民交
流室まで問い合わせてください。

あなたにとって、
“ふるさと”とは何ですか?
1990年、ある夏の日に、亀を助けた四人の少年。 
2010年、映画の助監督を辞め、帰郷することになった主人公・勘治。 
ふるさとを舞台に、二つの時代・物語が交差しながら進行していく。 
消防団活動に巻き込まれる勘治は、少年時代の仲間たちが 
「地域の平和」のために生きている姿を目の当たりにする。 
一方少年カンジは、仲間たちと「ふるさとの平和を守る亀の子団」を結成。 
ただただ遊び呆

ほう

ける日々の中、夢中で描いた「竜宮伝説」という 
冒険物語のスケッチブックや、お寺の映画上映会の体験などを通じて、 
「映画監督」になる夢を抱く。
志半ばとなった「少年時代の夢」―
今まで振り返りもしなかった「田舎の現実」―
20年の時を超えて、「ふるさと」への愛情と葛藤が交錯していくのだった…。
「私たちは物語を生きている。」
カンジが描いた「ふるさとの物語」を通じて、その想いを届けていく。

映画「ふるさとがえり」
心をつなぐ上映会を開いてみませんか

市民課市民交流室　  25 １１６２
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教育委員会生涯学習課　  25 １２６８

　

今
年
度
の
生
涯
学
習
講
座
は
、

「
暮
ら
し
の
中
の
書
」
な
ど
の
新

し
い
講
座
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
講
座
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

ま
た
特
別
講
座
で
は
、
「
歴
史

散
歩
～
in
神
島
～
」
を
１
回
限
り

の
復
活
講
座
と
し
て
企
画
し
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

募
集
期
間　

４
月
２
日

（月）
～
11
日

（水）

（
当
日
消
印
有
効
）

受
講
対
象
者

鳥
羽
市
在
住
・
在
勤
の
か
た
で
、

全
回
数
の
参
加
が
可
能
な
か
た

受
講
料

１
講
座
に
つ
き
、
一
律
５
０
０
円

(

特
別
講
座
は
除
く)

※
講
座
に
よ
り
、
材
料
費
・
テ
キ

ス
ト
代
が
別
途
必
要
に
な
り
ま

す
。

定
員

一
覧
表
の
と
お
り

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
新
規
の

か
た
を
優
先
と
し
、
昨
年
度
同
じ

講
座
を
受
講
し
た
か
た
は
残
り
の

定
員
枠
に
対
し
て
抽
選
と
な
り
ま

す
。

講
座
の
中
止

　

定
員
に
満
た
な
い
講
座
に
つ
い

て
は
、
二
次
募
集
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
募
集
定
員

の
半
数
に
満
た
な
い
講
座
は
、
開

講
中
止
と
し
ま
す
。

申
込
方
法

※
必
ず
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

●
往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。(

市
外
の
か
た

は
勤
務
先
・
電
話
番
号
も
記
入
し

て
く
だ
さ
い)　

●
前
期
開
講
の
中
で
一
人
に
つ
き

３
講
座 (

特
別
講
座
は
除
く)

ま
で

申
し
込
め
ま
す
が
、
１
枚
の
往
復

は
が
き
で
、
１
講
座
の
申
し
込
み

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
電
話
で
の

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。 

●
受
講
可
否
は
、
返
信
用
は
が
き

で
、
４
月
下
旬
～
５
月
上
旬
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
返
信
用
は
が
き

が
届
か
な
い
か
た
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

●
都
合
に
よ
り
、
会
場
ま
た
は
日

程
が
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

●
暴
風
警
報
発
令
時
は
、
休
講
と

な
り
ま
す
が
、
天
候
に
よ
る
判
断

で
休
講
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

後
期
講
座
な
ど
今
後
の
予
定

定
期
講
座

●
世
界
の
珈
琲

●
ソ
フ
ト
ヨ
ガ

●
は
じ
め
て
の
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ

特
別
講
座

●
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
・
お
正
月

壁
か
け
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
な
ど

　

く
わ
し
く
は
、
後
日
広
報
と
ば

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

生涯学習講座受講者募集

《往復はがきの書き方》　※記入漏れのないよう確認をお願いします。

平成30年度 4月募集

5 1 7 0 0 2 2

往信

大明東町1-6 何も記入しないで
ください鳥羽市教育委員会

生涯学習講座係

返信

住　所
　氏　名　様

申し込みをするかたの
住所・氏名を
記入してください

①講座番号

②講座名

③住所

④氏名（フリガナ）

⑤年齢

⑥性別

⑦電話番号
　（連絡が必ずつく番号）

⑧勤務先および電話番号
　※市外在住のかたのみ

往信用　表 往信用　裏返信用　裏 返信用　表
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No. 講　座　名 講師 開講日 基本開催曜日 時間 内容 材料費など 回数 定員 開催場所

1 みんなで簡単な
踊りをしましょう 斎藤 文代 5 月 28 日

（月）
毎月第 2・4 月曜日

(8 月除く )
13:30～
15:00

歌謡曲や鳥羽音頭などに合せ
てみんなで踊ります 無料 7 25

市民体育館

2 ３B 体操 五十嵐 祐子 5 月 17 日
（木）

毎月第 1・3 木曜日
（8 月除く）

10:00～
11:30

3 種類の器具を使い音楽に
合わせて動く健康体操です

器具代
2,500 円程度 7 25

3 ピラティス 荒木 もとみ 5 月 7 日
（月） 毎週月曜日 10:00～

11:30
深い呼吸法で体のゆがみを
整えます 無料 7 20

4 はじめての
フラダンス 小久保 三千代 5 月 21 日

（月）
毎月

第 1・3 月曜日
13:30～
15:00

初心者向けのステップとハン
ドモーションを教わります。
足腰の筋肉、正しい姿勢の
維持を目的とします

無料 4 20

5 はじめての
バレトン 鈴木 恵美 5 月 8 日

（火）
毎月

第 2・4 火曜日
10:00～
11:30

フィットネス・バレエ・ヨガを
組み合わせて、素足で行う有
酸素運動です。スクワットの
フォームや体幹トレーニングな
どを教わります

無料 5 20

6 はじめての
Excel2010 川村 久実 5 月 10 日

（木）
毎週

木曜日
19:00～
21:00

表やグラフ、家計簿などの作成
を学びます。基本操作、文字入
力が可能なかたが対象です

無料 5 20 パソコン室

7 はじめての
ペン習字 杉山 翠香 6 月 14 日

（木）
毎月

第 2 木曜日
(8 月除く )

9:30 ～
11:30

ひらがな・カタカナ・漢字を
中心に、手紙文や年賀状な
ど、美文字になるための基礎
を学びます

無料 6 20

中央公民館

8 暮らしの中の書 高 潤生 5 月 23 日
（水）

毎月
第 4 水曜日
(7 月除く )

13:30～
15:30

小筆を使って暮らしの中での
お祝い事、贈り物や年賀状の
書き方や隋代楷書「薫美人」
の練習をします

無料 7 20

9 指文字アート 遠藤 美和 5 月 24 日
（木）

毎月
第 4 木曜日
(7 月除く )

13:30～
15:30

墨汁をつけた指で文字を自
由に楽しんで描きます

無料（道具は
各自で準備） 5 15

10 絵画 野村 昭輝 5 月 2 日
（水）

毎月
第 1 水曜日
(8 月除く )

9:30 ～
11:30

静物画・風景画・人物画など
を描きます

（初回に画材を決めます）
無料（道具は
各自で準備） 6 20

11 やきものを
たのしむ 村上 光男 6 月 7 日

（木）
毎月

第 1 木曜日
(8 月除く )

13:30～
15:30

手びねりによる器づくり、絵
付けなどを行います

毎回材料代
1,500 円程度 5 15

12 マルチバスケット
を作ろう！ 寺下 ユキ 8 月 29 日

（水）
毎月

第 1・3 水曜日
13:30～
15:30

持ち手付きで大きめのかわい
い丸形マルチバスケットを作成
します（カラフルループとクラ
フトを使用）

1 作品につき
2,300 円 5 15

13 アートクレイシルバーと
オリジナルアクセサリー 木下 志乃 7 月 12 日

（木）
毎月

第 2 木曜日
(8 月除く )

13:30 ～
15:30

アートクレイシルバーや天然
石などを使いオリジナルアク
セサリーを作ります

1 作品につき
1,000 円～

2,000 円程度
4 15

14 季節の
ガーデニング 山路 元彦 5 月 10 日

（木） 第 3 木曜日 13:30 ～
15:30

初夏のハンギングバスケット、
花はなフレームの寄せ植え、
迎春用寄せ植え、早春のハン
ギングバスケットをします

毎回材料代
3,000 円程度 4 20

15 たのしい生け花 藤本 まり子 9 月 20 日
（木） 第 2 木曜日 13:30 ～

15:30
身近な物を使って季節に合わ
せた花を生けていきます

１作品につき
1,000 円程度 3 15

16 長尾オルガンで
歌いましょう 巽 耕一 5 月 7 日

（月） 第 1 月曜日 13:30 ～
15:00

親しみやすい世界の歌、懐か
しい童謡など長尾オルガンの
音色に合わせて歌います

無料 3 15 大庄屋
かどや

●定期講座【前期開講】( 受講料 1 講座 500 円 )

No. 講　座　名 講師 日程 基本開催曜日 時間 内容 材料費など 実施 
回数

定
員 開催場所

1
バラキャンドル・ソイ
ワックスボタニカル

キャンドルを作ります
森本 恵子 9 月 27 日

（木） 木曜日 9:30 ～
11:30

ろうを加工してかわいいキャ
ンドルなどを作ります

毎回材料代
1,000 円程度 2 15 中央公民館

2 歴史散歩
～ in 神島～ 野村 史隆 10 月 12 日

（金） 金曜日 10:00～
16:30

講師の話を聞きながら神島を
探訪します

定期船代往復
（保険料含む）
1,500 円程度

1 20 神島

3
鳥羽国際ホテルの

シェフに学ぶ
家庭でできる
ホテルの料理

鳥羽国際
ホテルシェフ

6 月 5 日
（火） 火曜日 10:00～

13:00
シェフから直接指導を受けて
調理・試食をします

材料代
1,200 円程度 1 15 鳥羽高校

●特別講座 ( 受講料なし )
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「おしゃべりし対話」 開催までの流れ

総務課広報情報係
 25１１14　  262474

 koho@city.toba.lg.jp

　市民のみなさんとコミュニケ―ションを図るため、今年度もと
ば出前とーく「おしゃべりし対話」を実施します。
　昨年度も、たくさんのかたに利用していただき、18件の注文
がありました。
　今年度は79種類のテーマを用意して、みなさんの利用をお待
ちしています。

出
前
と
ー
く
と
は

　
市
が
取
り
組
む
事
業
の
各
分
野

か
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
市
民
の

み
な
さ
ん
が
開
催
す
る
集
会
や
勉

強
会
な
ど
に
、
担
当
課
職
員
が
出

向
き
ま
す
。

　
注
文
し
て
い
た
だ
い
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
説
明
し
な
が
ら
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
す
。
※
苦
情
や
要
望
を
お
聞
き

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
施
（
派
遣
）
期
間

　

４
月
15
日

（日）
～
平
成
31
年
２
月

28
日

（木）
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

お
よ
び
夜
間
の
開
催
も
可
）

　
派
遣
時
間
は
、
質
疑
応
答
、
意

見
交
換
、
休
憩
な
ど
を
含
み
１
時

間
30
分
程
度
で
す
。

受
付
開
始
日

　

４
月
２
日

（月）
か
ら
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。
原
則
と
し
て
、

実
施
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
集
会
な
ど

　
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
10

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
が
市
内
で
実

施
す
る
集
会
や
勉
強
会
な
ど
。

　
な
お
、
公
序
良
俗
を
阻
害
す
る

も
の
や
、
政
治
・
宗
教
・
営
利
活

動
が
目
的
で
あ
る
催
し
は
対
象
と

し
ま
せ
ん
。

派
遣
す
る
職
員

　
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
全
職
員
。

（
担
当
課
職
員
が
対
応
し
ま
す
）

派
遣
に
伴
う
経
費

　
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
会
場
使

用
料
な
ど
の
必
要
経
費
は
、
利
用

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法

　
く
わ
し
く
は
、
市
役
所
や
各
連

絡
所
な
ど
に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
で
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

メ
ー
ル
で
総
務
課
広
報
情
報
係
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

こんな時に利用してください

申し込み
テーマ一覧表から、テーマを１つ選びます。

受け付け
担当課職員から連絡し、開催日時などを
調整します。

とば出前とーく当日
担当課職員が出向
き、市政について
分かりやすく説明
します。

●会社や商店会、婦人
　会などの研修
●家庭や近所で話題に
　なる市役所の仕事な
　どを知りたいとき

※会場の手配や参加者への開催通知などは、
　利用者のかたでお願いします。

1

2

3

とば出前とーく

「おしゃべりし対話」
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●おしゃべりしましょう（市長・副市長・教育長からの出前です）

●めざすまちの姿「無駄なく効果の高い行政経営が進むまち」
 （市の業務に関すること）

●めざすまちの姿「学びたい・働きたい・住み続けたいという
　思いが育つまち」（人材育成や子育てに関すること）

●めざすまちの姿「鳥羽ファンと市民が幸せをわかちあうまち」	
（観光交流や産業振興、歴史文化を活かしたまちづくりに関すること）

●めざすまちの姿「自然と調和した営みが広がるまち」
 （環境保全や自然共生、各種都市基盤整備に関すること）

●めざすまちの姿「生きがいや安心をみんなでつくるまち」
 （保健医療や福祉、安全安心なまちづくりに関すること）
№ テーマ 担当部署
37 鳥羽市の災害

総務課

38 鳥羽市の国民保護
39 鳥羽市の防犯
40 防災・防犯マップを作ろう
41 避難所運営を体験しよう
42 災害時における自助・共助・公助について
43 わが家の耐震化 建設課
44 新  住宅火災や危険物による事故を防ごう

消防本部
45 消防団活動について
46 知って得する「悪質商法簡単撃退法」 農水商工課
47 こころの健康づくり

健康福祉課

48 からだを動かして健康づくりしましょう
49 食で健やかに
50 介護保険について

51
新しい介護予防サービスについて知
ろう、考えよう！
～総合事業について～

52 高齢者福祉サービス
53 障がい者福祉について知ろう
54 成年後見制度を知ろう
55 虐待について知ろう
56 認知症について知ろう
57 災害時の要援護者支援について
58 新  地域共生社会の実現に向けて

59 新  いつまでも元気に身体を動かそう
～介護予防について～

60 国民健康保険を知ろう
市民課61 国民年金を知ろう

62 後期高齢者医療を知ろう

№ テーマ 担当部署
63 総合計画とは

企画財政課

64 鳥羽市総合戦略とは
65 鳥羽市の行政改革
66 市の財政
67 統計調査ってなに？
68 将来人口について（地方創生）
69 ふるさと納税について
70 鳥羽市の入札制度

総務課71 マイナンバーを知ろう

72 市民に分かる「個人情報保護制度」
「情報公開制度」

73 鳥羽市の協働推進について 市民課
74 選挙管理委員会制度 選挙管理委員会
75 暮らしの中の税（その１）

税務課76 暮らしの中の税（その２）
77 徴収率向上に向けた取り組み
78 会計課ってどんなことするの？ 会計課
79 監査のしくみ 監査委員事務局

№ テーマ 担当部署
1 新  鳥羽のいいとこ探し、しましょう

市長
2 新  わたしが被災地から教えられたこと
3 副市長として 副市長
4 これからの学校

教育長5 目指すこども像
6 防災教育

№ テーマ 担当部署
7 新  鳥羽への移住・定住応援事業 企画財政課
8 子育て支援 健康福祉課

9 小中学校統合計画について 教育委員会
総務課

10 鳥羽市教育振興基本計画について
教育委員会 
学校教育課11 学校給食

12 こどもの安心安全を確保する取り組み

13 総合型地域スポーツクラブについて 教育委員会
生涯学習課

14 みんなの図書館
図書館

15 おはなし会およびブックトーク 
( 大人向け、こども向け )

№ テーマ 担当部署

16 文化財ってどんなの 教育委員会
生涯学習課

17 鳥羽の海藻について

農水商工課
18 鳥羽の朝市・直売所を知ろう
19 鳥羽市の漁業
20 みんなで取り組む獣害対策
21 森林の実態と森林整備の進め方
22 鳥羽市観光基本計画の推進 観光課

№ テーマ 担当部署
23 鳥羽市のまちづくりと都市計画

建設課
24 道路と河川の話
25 市営住宅について
26 地籍調査ってなに
27 地球温暖化について

環境課
28 鳥羽市の水環境
29 海岸漂着ごみについて
30 楽しくリサイクル
31 かもめバスの乗り方教室

定期船課32 定期航路事業について
33 鳥羽市公共交通システムについて
34 水道事業の概要

水道課35 安全でおいしい水道水を供給

36 家庭の水道
～こんなときはどうすれば～

とば出前とーく 「おしゃべりし対話」 テーマ一覧表
　次のテーマの中からお気軽に注文してください。
　テーマ一覧表にないものは、総務課広報情報係へ問い合わせてください。
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●毎月みんなでウォーキング
と き 　�毎月第１水曜日（４月４日、５月２日）�

午前９時30分～10時30分�
※雨天中止

集合場所 　�市民体育館正面玄関横

～ひだまり通信～

健 康 い い ね ！
健康福祉課健康係　  25 １１４６申込・問合せ

●ストレッチ教室
内　容 　�４月のテーマは「肩こり予防」
と き 　�毎週金曜日�

午前 ９時30分～10時15分�
午前10時30分～11時15分�
※どちらかの時間を選んでください。

●平成30年度鳥羽市健康カレンダー
　「平成30年度鳥羽市健康カレンダー」を広報と
ば４月１日号とともに、各家庭に配布しました。保健
センター、各連絡所にも置いてありますので、健康
づくりに活用してください。

●乳幼児・１歳児健康相談
対 象 　�乳幼児・１歳児
と き 　�４月12日（木）�

午前９時～11時30分、午後１時～２時
持ち物 　�母子健康手帳

●�幼児食はじまり講座
対 象 　�１歳～１歳６か月の�

お子さんとその保護者
と き 　�４月23日（月）午前10時30分～11時30分
と こ ろ 　�保健福祉センターひだまり２階・ひだまり

ホール
内 容 　�幼児食の進めかたの話と試食
募集組数 　�10組（先着順） 　
持ち物 　�お子さんの託児に必要なもの
申込期限 　�４月18日（水）

要予約

●休日・夜間応急診療所の４・５月連休期間での開設状況

４・５月連休期間の診療日・受付時間
受付時間

診療日
午前9時30分�
～11時30分

午後1時
～4時

午後7時30分
～9時30分

4月28日（土） × × 〇
4月29日（日・祝）・
� 30日（月・振） 〇 〇 ×

5月1日（火）・2日（水） × × ×
5月3日（木・祝）～
� 6日（日） 〇 〇 ×

連絡先 �　  25１１１９（受付時間内）
診療科目 　内科・小児科（担当医によっては内科のみの
診療となります。受診の際には問い合わせてください）

利用にあたって
・受付時間内にお越しください。
・被保険者証、各種医療資格証を持参してください。
・診療科目以外や、診療時間外や重症時などに、診察を
受けられる医療機関を探したいかたは三重県救急医療
情報センター（  ０５９-２２９-１１９９）へ問い合わせてく
ださい。
　また、医療ネットみえ(救急医療情報システム)で、パソ
コン・携帯電話などで目的に合った医療機関を探すこと
ができます。
インターネットによる医療機関案内

 http://www.qq.pref.mie.jp/
携帯電話による医療機関案内　

 http://www.qq.pref.mie.jp/k/

　休日・夜間応急診療所は、保健福祉センターひだまりに併設されています。

●�こころの健康相談
対 象 �　�市民
と き 　�４月16日（月）午後１時～３時
担 当 　�保健師・福祉相談員

要予約

●健康相談
対 象 　�市民
と き 　�４月２日（月）、16日（月）�

午前９時～正午
担 当 　�保健師
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●高齢者肺炎球菌予防接種
　高齢者の肺炎球菌による肺炎の感染予防・重症化を
防ぐため、肺炎球菌ワクチンが予防接種法に基づく定
期予防接種となっています。
　今年度の対象者には４月中旬頃に案内通知を郵送
します。
※すでに肺炎球菌ワクチンの接種を受けたかたは定期
接種の対象になりません。（接種する場合は自費接種
となります）
対象者 �　�
①市に住民登録があり、平成31年3月31日までに65
歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳に
なるかた
②接種日時点で60歳から65歳未満のかたで、心臓、
腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が
極度に制限される程度の障がいやヒト免疫不全ウイル
スによる免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な
程度の障がいがあるかた

※案内通知はありませんので、医師と相談の上、接種
する場合は連絡してください。
接種期間 　�４月１日（日）～平成31年3月31日（日）
個人負担額 　�3,000円（生活保護受給者は無料）

対象者 生年月日
65歳になるかた 昭和28年4月2日～昭和29年4月1日
70歳になるかた 昭和23年4月2日～昭和24年4月1日
75歳になるかた 昭和18年4月2日～昭和19年4月1日
80歳になるかた 昭和13年4月2日～昭和14年4月1日
85歳になるかた 昭和 8年4月2日～昭和 9年4月1日
90歳になるかた 昭和 3年4月2日～昭和 4年4月1日
95歳になるかた 大正12年4月2日～大正13年4月1日
100歳になるかた 大正 7年4月2日～大正 8年4月1日

●子どもの�定期予防接種
　母子健康手帳を確認し、医師と相談の上、早めに接種しましょう。

予防接種 予防する病気 対象年齢 標準的な接種年齢 回数

★ヒブ インフルエンザ
菌ｂ型感染

初回 生後２か月～5歳未満 生後2か月～7か月未満 3回
追加 初回終了後７か月～13か月 １回

★小児肺炎球菌 肺炎球菌感染
初回

生後２か月～5歳未満
生後2か月～7か月未満 ３回

追加 初回の３回目から60日以上
（生後12か月～15か月） １回

Ｂ型肝炎 Ｂ型肝炎 生後直後～１歳未満 生後２か月～9か月未満 ３回※3回目は1回目から139日以上の間隔をおいて接種

４種混合
ジフテリア
百日咳・破傷風
ポリオ

1期初回 ３か月～７歳半未満 3か月～1歳未満 3回
1期追加 ３か月～７歳半未満 初回３回目終了後、

１年～１年半 1回
ＢＣＧ 結核 生後直後～１歳未満 生後５か月～８か月未満 1回

水
すい
痘
とう 水痘

（水ぼうそう）
１回目 満1歳～3歳未満 1歳～1歳3か月未満 1回
２回目 初回終了後６～12か月 1回

ＭＲ
(麻しん風しん混合)

麻しん
風しん

1期 満１歳～２歳未満 満１歳～２歳未満 1回
2期 ５歳～７歳未満 保育所・幼稚園年長児

（Ｈ24．4.2～Ｈ25.4.1生） 1回

日本脳炎 日本脳炎
初回 ６か月～７歳半未満 3歳～４歳 2回

1期追加
６か月～７歳半未満 ４歳～5歳

1回（※初回2回目終了後６か月以上、
標準的にはおおむね1年）

★ヒブ・小児肺炎球菌は開始月齢により接種回数は変わります。医師と相談して接種してください。

実施場所 　�県内の実施医療機関（事前に電話で予約してください）
接種費用 　�無料
持ち物 　予診票・母子健康手帳・健康保険証

予診票がない場合は、健康福祉課健康係（保健福祉センターひだまり２階）に問い合わせてください。
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今
時
の
中
学
生
や
高
校
生
は
、

ど
ん
な
夜
更
か
し
を
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
携
帯
電
話
や
ス
マ

ホ
の
出
現
に
よ
り
、
そ
の
様
子
は

一
変
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
私

の
時
代
は
、
と
い
う
と
、
ま
ず
ラ

ジ
オ
の
深
夜
放
送
が
一
番
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
夜
更
か
し
で
し
た
。

　
「
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
東
海
」
を
は

じ
め
「
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ

ン
」
、
ま
た
関
東
方
面
の
電
波
を

求
め
て
「
ヤ
ン
グ
タ
ウ
ン
東
京
」

や
「
パ
ッ
ク
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
」
な
ど
。
私
は
な
か
で
も
笑
福

亭
鶴
瓶
の
「
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
東

海
」
が
お
気
に
入
り
で
し
た
。

　
あ
る
時
期
に
は
毎
週
ハ
ガ
キ
が

読
ま
れ
る
常
連
と
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
先
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
文
化
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
名

実
と
も
に
ビ
ッ
グ
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
当
時
は
ま
だ
か
け

出
し
の
頃
で
、
東
京
進
出
を
果
た

す
前
、
今
思
う
と
ブ
レ
イ
ク
前
の

名
古
屋
時
代
で
し
た
。

　
そ
の
中
で
一
番
心
に
残
っ
て
い

る
お
話
は
、
彼
が
落
語
家
を
目
指

す
決
心
を
し
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
す
。
鶴
瓶
は
な
か
な
か
松
鶴
師

匠
へ
の
入
門
の
踏
ん
切
り
が
つ
か

な
か
っ
た
た
め
、
「
オ
レ
、
落
語

家
な
る
ね
ん
、
・
・
・
」「
俺
―

―
―
」
と
ま
わ
り
の
誰
彼
な
く
言

い
ふ
ら
し
た
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ

う
し
て
自
分
を
逃
げ
ら
れ
な
く
し

て
、
言
わ
ば
背
水
の
陣
を
敷
い
て

落
語
界
に
身
を
投
ず
る
き
っ
か
け

を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
に
な
ぞ
ら
え
る
と
、
選

挙
に
出
た
こ
と
が
究
極
の
「
落
語

家
な
る
ね
ん
」
で
す
が
、
そ
れ
以

外
で
も
、
日
頃
か
ら
自
分
の
欲
し

い
物
、
会
い
た
い
人
、
や
り
た
い

事
を
拡
散
（
吹
聴
）
し
て
お
く
こ

と
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
思

わ
ぬ
接
点
や
人
脈
を
ま
わ
り
の
人

か
ら
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
約
40
年
前
の
「
オ
レ
、
落
語
家

な
る
ね
ん
」
と
い
う
、
教
訓
で
も

な
ん
で
も
な
い
ひ
と
こ
と
が
、
今

だ
に
自
分
の
心
に
響
き
続
け
て
い

る
の
も
妙
な
気
が
し
ま
す
。

　
こ
の
春
か
ら
、
新
し
い
ス
テ
ー

ジ
で
活
動
す
る
皆
さ
ん
、
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。
「
あ
れ
を
し
た

い
」
「
こ
れ
を
し
た
い
」
と
言
い

続
け
て
い
る
と
、
自
分
の
や
り
た

い
気
分
が
高
揚
し
、
必
ず
協
力
者

が
現
れ
ま
す
。
「
こ
れ
あ
ん
た
探

し
と
る
や
つ
や
ん
？
」
と
か
「
参

考
に
な
る
と
思
っ
て
と
っ
て
お
い

た
よ
・
・
・
」
と
、
物
や
情
報
が

集
ま
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

　

３
月
の
議
会
で
新
年
度
予
算
も

通
り
ま
し
た
。
鶴
瓶
の
「
落
語

家
な
る
ね
ん
」
は
、
私
の
「
海

藻
や
る
ね
ん
」、「
中
央
公
園
や
る

ね
ん
」、「
鳥
羽
び
と
活
躍
や
る
ね

ん
」
で
す
・
・
・

ラ
ジ
オ
の
向
こ
う
の
鶴
瓶
さ
ん

Vol.10 中
村
欣
一
郎
市
長
の

さ
ん
し
ょ
う

こ
つ
ぶ

　
３
月
１
日
号
の
広
報
と
ば
で「
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
」に
つ
い
て
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、義
足
や
人

工
関
節
を
利
用
し
て
い
る
人
、内

部
障
が
い
や
難
病
の
人
な
ど
、外

見
で
は
分
か
ら
な
い
病
気
や
障
が

い
な
ど
を
抱
え
て
い
る
人
が
携
帯

す
る
こ
と
で
、周
囲
に
手
助
け
を

必
要
と
す
る
こ
と
や
、見
え
な
い

障
が
い
へ
の
理
解
を
求
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
は
、赤

地
に
白
十
字
と
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
が

描
か
れ
て
お
り
、赤
色
と
十
字
マ

ー
ク
は『
助
け
を
必
要
と
し
て
い

る
』と
い
う
意
味
、ハ
ー
ト
マ
ー
ク

は『
助
け
る
気
持
ち
』を
意
味
し

て
お
り
、こ
の
イ
ラ
ス
ト
の
こ
と
を

「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」と
い
い
ま
す
。

　

例
え
ば
電
車
や
バ
ス
な
ど
で
優

先
座
席
に
座
っ
て
い
る
際
、「
若
い

の
に
優
先
座
席
に
座
る
な
ん
て
！
」

や「
高
齢
者
に
席
を
譲
ら
な
い
不

親
切
な
や
つ
だ
」な
ど
言
わ
れ
の
な

い
誤
解
を
受
け
る
こ
と
を
防
ぎ
、

外
出
先
で
倒
れ
る
な
ど
不
測
の
事

態
に
も
、こ
の
マ
ー
ク
を
見
せ
る
こ

と
で
、何
ら
か
の
疾
病
や
障
が
い

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
一
目
で
分

か
り
、救
急
対
応
に
役
立
っ
て
く
れ

ま
す
。

　

こ
の
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
制
度
は
、

２
０
１
２
年
に
東
京
都
が
作
成
し

た
も
の
で
、各
地
で
導
入
が
進
ん
で

い
ま
す
。し
か
し
、一
方
で
実
際
に

使
用
し
て
い
る
か
た
か
ら
は
、「
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
て
も
周

り
か
ら
は
ま
だ
ま
だ
理
解
を
得
に

く
い
」と
い
っ
た
声
や「
差
別
や
偏

見
の
対
象
に
な
る
の
で
は
？
」な

ど
、正
し
い
理
解
と
認
知
度
の
低

さ
を
嘆
く
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
で

す
。ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
普
及
さ
せ
、

誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
を
作
っ
て

い
く
た
め
に
は
、認
知
度
の
向
上

と
同
時
に
、障
が
い
や
疾
病
な
ど

援
助
を
必
要
と
す
る
か
た
に
対
す

る
社
会
全
体
の
ま
な
ざ
し
を
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」

Vol.168
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鶴瓶さんのサイン（当時）

憧れのラジオ GXワールドボーイ

市ホームページ
｢ヘルプカードについて｣
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よ
り
、
も
っ
と
根
本
的
に
「
一
人

の
人
間
と
し
て
の
自
分
」
を
見
て

欲
し
い
、
と
い
う
こ
と
を
訴
え
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
感
じ
ま

し
た
。

　
私
た
ち
は
「
母
親
・
女
性
だ
か

ら
」
で
は
な
く
、
「
人
」
と
し
て

育
児
放
棄
は
許
さ
れ
な
い
し
、

「
お
母
さ
ん
」
だ
か
ら
、
子
ど
も

の
た
め
に
自
己
を
犠
牲
に
す
る
の

で
は
な
く
、
た
だ
単
純
に
子
ど
も

を
大
切
に
思
う
か
ら
こ
そ
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
我
慢
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
「
父
」「
母
」
で

あ
る
前
に
「
男
」「
女
」
で
、

「
男
」「
女
」
で
あ
る
前
に
「
一

人
の
人
間
」
な
の
で
す
か
ら
。

　
最
近
見
た
映
画
で
、
子
ど
も
を

置
い
た
ま
ま
恋
人
の
家
へ
行
っ
て

し
ま
っ
た
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
が

「
育
児
放
棄
だ
！
」
と
責
め
ら
れ

た
際
に
、「
私
だ
っ
て
、
母
親
で

あ
る
前
に
女
な
の
よ
！
」
と
泣
き

な
が
ら
話
す
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
少
し
前
に
は
、
元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
歌
の
お
に
い
さ
ん
（
横
山
だ

い
す
け
さ
ん
）
の
「
あ
た
し
お
か

あ
さ
ん
だ
か
ら
」
と
い
う
歌
の
歌

詞
が
、
母
親
に
自
己
犠
牲
を
強
い

る
も
の
だ
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
炎

上
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
映
画
に
出
て
く
る
母
親
の

し
た
こ
と
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
「
母
で
あ
る
前
に
女
で

あ
る
」
と
言
い
た
く
な
る
気
持
ち

は
少
し
だ
け
理
解
で
き
る
所
が
あ

り
、
歌
の
歌
詞
に
対
す
る
反
応
も

少
し
分
か
る
所
が
あ
る
と
感
じ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
「
母
・
女
と

し
て
、
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い
う

イコール
　　パートナー
　　　　シップVol.129

一人の人間として…
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指定した福祉避難所（平成29年12月20日現在）
施設名（事業者） 住所

障がい者福祉センター　ゆめぱーる
（鳥羽市社会福祉協議会） 船津町1393-15

特別養護老人ホーム　鳥羽陽光苑
（三重福祉会） 岩倉町609

特別養護老人ホーム　あらしま苑
（恒心福祉会） 安楽島町1075-58

ペ
ー
ス
よ
り
専
門
性
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
が
必
要
な
か
た
で
、
身
体
な

ど
の
状
況
が
福
祉
施
設
や
医
療
機

関
に
入
所
や
入
院
す
る
に
至
ら
な

い
程
度
の
か
た
が
対
象
で
す
。

福
祉
避
難
所
へ
の
避
難
の
流
れ

①
身
の
安
全
を
確
保
し
、
最
寄
り

の
指
定
避
難
所
へ
避
難

②
避
難
者
の
う
ち
、
身
体
の
状
況

な
ど
を
考
慮
し
、
福
祉
避
難
所
へ

移
動
が
必
要
な
か
た
を
市
で
判
断

③
福
祉
避
難
所
の
受
入
体
制
が
整

い
次
第
、
移
動
が
決
ま
っ
た
か
た

を
、
家
族
な
ど
の
支
援
を
得
て
、

福
祉
避
難
所
へ
移
動

※
福
祉
避
難
所
は
、
災
害
発
生
直

後
か
ら
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
福
祉

避
難
所
に
直
接
避
難
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

福
祉
避
難
所
は
、
災
害
時
に
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
か
た
な

ど
、
避
難
所
で
の
生
活
に
特
別
な

配
慮
を
必
要
と
す
る
か
た
を
対
象

に
開
設
さ
れ
る
二
次
的
避
難
所
で

す
。

　

市
は
、
昨
年
12
月
20
日
に
市
内

の
３
事
業
所
と
災
害
発
生
時
に
お

け
る
福
祉
避
難
所
の
設
置
運
営
に

つ
い
て
協
定
を
締
結
し
、
福
祉
避

難
所
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
株
式
会
社
安
心
ク
リ
エ

イ
ト
と
福
祉
避
難
所
の
運
営
に
必

要
な
介
護
用
品
な
ど
の
確
保
に
つ

い
て
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

福
祉
避
難
所
の
受
け
入
れ

対
象
者

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
か
た

な
ど
一
般
の
避
難
所
で
の
生
活
が

困
難
な
か
た
に
対
し
、
ま
ず
一
般

の
避
難
所
の
中
に
、
福
祉
避
難
ス

ペ
ー
ス
を
必
要
に
応
じ
設
置
す
る

な
ど
介
護
や
医
療
相
談
な
ど
を
提

供
し
ま
す
。

　

福
祉
避
難
所
は
、
福
祉
避
難
ス

福
祉
避
難
所
等
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

vol.58vol.58

一
人
一
人
が
備
え
て
こ
！
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1日号
まちの話題

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
初
開
催

　３月９日～11日の３日間、鳥羽市民文
化会館・大ホールをメイン会場に鳥羽フ
ラ２０１８が開催されました。
　県内外からたくさんのかたが参加し、
３月10日には、鳥羽のフラ・ハウラ・オ・
ナーモミ・ピリアロハのみなさんが合同
発表会（ホイケ）でダンスを披露し、観
客席に降りて会場全体でパフォーマンス
を行うなど、観客を魅了しました。
　そのほか、本場ハワイからの豪華ゲス
トによるダンスも披露され、会場ではフ
ラ・ハワイアングッズや鳥羽の名産品が
販売されるなどし、とても賑わいました。

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
ワ
カ
メ
漁

　塩ワカメづくりの最盛期を迎えた答志
島和具浦漁港では、ワカメを茹

ゆ
でる釜

が並び、ワカメ養殖漁業者のみなさん
が作業を行っています。
　湯煙が立つ釜でワカメを湯がくと、鮮
やかな緑色に変化します。３分ほど茹で
た後、海水で冷まして取り出し、その後
塩漬けにして出荷されます。
　港内にはワカメの香りが広がります。
この香りは環境省のかおり風景１００選に
認定されています。

チ
ー
ム
で
力
を
合
わ
せ
て

　３月４日、鳥羽中央公園運動施設で
第18回鳥羽子どもフェスティバルが
開催されました。
　今年は 209人の子どもたちが参加
し、多目的グラウンドではグラウンド
ゴルフとニュースポーツで汗を流し、
市民体育館ではダンスと伊賀フットボ
ールクラブくノ一のみなさんと一緒に
サッカーをプレイして盛り上がりまし
た。
　昼食時には豚汁がふるまわれ、午後
からはじゃんけん大会などが行われ、
子どもたちはさまざまなスポーツを通
じて楽しく交流しました。

答
志
島
　
和
具
の
神
祭

　３月４日、答志町和具で豊漁と家内
安全を願う八幡神社の祭り、通称「神
祭」が行われました。
　お的と呼ばれる弓矢の的は、竹を編
み、紙を張った上に、海藻の「ふのり」
を煮詰めた糊

のり
と消炭を混ぜて作った墨

を乗せたものです。
　弓が放たれると一斉に、その墨を男
たちが奪い合い、手に入れた墨で家や
納屋、船に八（マルハチ）を描くこと�
で、一年間の大漁祈願や魔除け、災い
除けなどを願います。
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KIDSPHOTOGRAPH
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満 1歳になる元気なお子さんの写真（デジカメ画像可）に25文
字以内のコメントを添えて、広報情報係へお送りください。メー
ルでも受け付けています。

②
や
り
た
い
人
は
、
や
り
た
く
な

い
人
を
強
制
し
な
い
。

③
や
り
た
く
な
い
人
は
、
や
り
た

い
人
の
足
を
引
っ
張
ら
な
い
。

　
「
あ
な
た
の
え
が
お
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
、
決
し
て
抱
え
こ
ま

ず
、
無
理
を
せ
ず
、
人
と
上
手
に

連
携
す
る
こ
と
で
、
見
て
く
れ
る

人
が
い
る
と
い
う
自
覚
も
生
ま
れ

ま
す
。

　
鳥
羽
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
い
い

と
こ
ろ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
役
割
分
担
が
で
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ほ
か
の
団
体
と
の
交
流

や
連
携
の
機
会
が
多
い
の
も
特
徴

で
す
。

　
今
後
は
活
動
に
つ
い
て
の
情
報

発
信
と
ほ
か
の
団
体
と
の
交
流

を
積
極
的
に
行
い
、
こ
れ
か
ら
も

「
ど
う
せ
や
る
な
ら
楽
し
く
や
ろ

う
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
鳥
羽
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
・
通
称
「
ボ
ラ
連
」
は
、

鳥
羽
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
す
る
13

の
団
体
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
主
な
活
動
は
、
障
害
者
互

助
会
の
体
育
祭
や
研
修
旅
行
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
、
み
な
と
ま
つ
り

で
の
車
椅
子
移
動
支
援
、
ひ
だ
ま

り
フ
ェ
ス
タ
出
店
、
介
護
施
設
や

福
祉
事
業
所
の
行
事
お
手
伝
い
、

ク
リ
ー
ン
作
戦
の
実
施
、
福
祉
体

験
教
室
の
開
催
、
会
報
誌
「
わ
っ

と
」
の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
は
ボ
ラ
連
と
し
て
の
活

動
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の

活
動
は
別
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い

る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
何
か
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
の
３
原
則
で

す
。

①
や
り
た
い
人
が
や
る
。
や
り
た

く
な
い
人
は
や
ら
な
い
。

中村　尊
みこと

 くん
平成 29 年 4 月 7 日生まれ（浦村町）

殿尾　星
せ な

七 くん
平成 29 年 4 月 8 日生まれ（安楽島町）

もうすぐ1歳♡いつもにこにこ♪よちよち
歩くせなにお姉ちゃんも大喜びです(*^^*) 

河村　那
な

月
つき

 くん
平成 28 年 4 月 14 日生まれ（岩倉町）

おうた、おはなしがだいすき♡
いっぱいきかせてね♡

焼き牡蠣みんな来てな～ (^^)

山下　ひより ちゃん
平成 29 年 3 月 30 日生まれ（幸丘）

すくすくプクプク成長中♪
元気な姫です♡

　

市
民
の
森
公
園
で
は
、
毎
年
桜
が
き
れ
い
に
咲
き
ま
す
。
暖
か

く
な
っ
て
き
た
こ
の
時
期
に
、
お
花
見
や
散
歩
な
ど
外
で
過
ご

し
、
春
を
満
喫
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

す
こ

や

に

か

お
み
ら
む
い　
絵

vol.137

と
ば
っ
こ 

げ
ん
き
っ
こ

桜
、

き
れ
い
や
ね
～

持
っ
て
来
た

野
菜
を
あ
げ
よ
う
。

た
の
し
～
！

た
く
さ
ん

食
べ
る
ね
！

ま
た

行
こ
ー
ね
！

た
く
さ
ん

遊
ん
で

楽
し
か
っ
た
～

108SMILE

市民活動団体紹介
「鳥羽市ボランティア連絡協議会」 
� 鳥羽市ボランティアセンター 

 25  １１８８

つながり．１

108SMILE ホームページ
URL  https://108smile.jimdo.com/

市民課市民交流室
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◎
お
は
な
し
会

と
き　
4
月
7
日
（土）
午
後
２
時
～

『
大
工
と
鬼
六
』な
ど

◎
絵
本
と
紙
芝
居
の
会

と
き　
4
月
14
日
（土）
午
前
10
時
30
分
～

『
す
・て・
な・い・で
！
』ほ
か

◎
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
会

と
き　
4
月
27
日
（金）
午
前
10
時
30
分
～

『
な
で
て
な
で
て
』ほ
か

◎
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

と
き　
4
月
28
日
（土）
午
後
２
時
～

テ
ー
マ「
は
じ
ま
る
よ
！
本
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」

◎
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
勉
強
会

と
き　
4
月
17
日
（火）
午
前
10
時
～

◎
読
書
会
に
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

鳥
羽
こ
ど
も
の
本
の
会
は
、毎
月
第
2
火

曜
日
の
午
前
9
時
45
分
か
ら
開
催
し
て
い
ま

す
。全
員
で
同
じ
児
童
書
を
読
み
、感
動
し

た
こ
と
な
ど
を
語
り
合
い
ま
す
。ど
な
た
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
一
度
お
越

し
く
だ
さ
い
。

と
き　
4
月
10
日
（火）
午
前
9
時
45
分
～

テ
キ
ス
ト『
ね
え
、ど
れ
が
い
い
？
』

★
利
用
者
カ
ー
ド
の
更
新
手
続
き
の
お
願
い

　
4
月
1
日
よ
り
登
録
内
容
の
確
認
を
行
う

た
め
利
用
者
カ
ー
ド
の
更
新
手
続
き
を
行
い

ま
す
。更
新
が
必
要
な
か
た
に
は
、窓
口
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
身
分
証
明
書
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。く
わ
し
く
は
、図
書
館
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

★
4
月
23
日
（月）
～
5
月
12
日
（土）
は「
こ
ど
も

の
読
書
週
間
」で
す
。

《
一
般
書
》

『
き
ょ
う
の
晩
ご
は
ん
』�

石
原
洋
子

『
一
〇
一
歳
の
習
慣
』�

高
橋
幸
枝

『
中
村
俊
輔
サ
ッ
カ
ー
覚
書
』�中
村
俊
輔

『
謎
々
将
棋・囲
碁
』�

新
井
素
子

『
熟
れ
た
月
』�

宇
佐
美
ま
こ
と

『
祝
葬
』�

久
坂
部
羊

『
赤
猫
』�

柴
田
哲
孝　
ほ
か

《
児
童
書
》

『
手
話
教
室
』�

早
瀬
憲
太
郎

『
フ
ロ
ー
ラ
』�

エ
ミ
リ
ー・バ
ー

『
ぼ
く
の
ド
ラ
ゴ
ン
』�

お
の
り
え
ん

『
夢
見
る
横
顔
』�

嘉
成
晴
香

『
ワ
タ
ナ
ベ
さ
ん
』�

北
村
直
子

『
母
ぐ
ま
子
ぐ
ま
』�

村
上
康
成　
ほ
か

library 
news

火・水曜日は午前9時～午後6時まで、
木・金曜日は午前9時～午後7時まで、
土・日曜日は午前9時～午後5時まで開館
祝日は午前9時～午後5時まで開館

図書館だより

お知らせ 休館日

市立図書館　  26 4555

新 

刊 

情 

報
5 May

2018

	Sun	 Mon	 Tue	 Wed	 Thu	 Fr i	 Sat

図書カレンダー４ April
2018

	Sun	 Mon	 Tue	 Wed	 Thu	 Fr i	 Sat

図書カレンダー

	1	 2	 3	 4	 5	 6	 7	
	8	 9	 10	 11	 12	 13	 14	
15	 16	 17	 18	 19	 20	 21	
22	 23	 24	 25	 26	 27	 28	
29	 30	

行政チャンネルとば番組案内（ケーブルテレビ　ゼットティービー）デジタル　123ｃｈ

上記の番組放送以外の時間は文字情報放送を繰り返し放送します。放送内容・タイトルについては変更される場合がありますのでご了承ください。
番組内容については広報情報係  25 1102、加入申し込みについては㈱ZTV伊勢放送局 0120-270-089 へ問い合わせてください。

4 月 1日
～

4月 15日

特　集 平成 30年度当初予算の概要について

お知らせ

かもめバス免許返納者割引について

市営住宅入居者募集

第 7回 桜と夢咲く、しろやま嘉隆まつ
りお知らせ

4月 16日
～

4月 30日

特　集 認知症について

お知らせ

空き家バンク登録物件を募集しています

新とばっ子カードの紹介

かもめバスの乗り方をご案内します

鳥羽健康づくり体操
「エアロビクス応用編」

放送時間　午前 7時～
	 　　午後 1時～、7時～
　　　　　　（番組時間約 10分）

放送時間　午前 7時～、
	 　　午後 11時～
　　　　　　（番組時間約 8分）

健康ウォーキング＆
みんなと☆ばーがー体操教室

	 	 	 1	 2	 3	 4	 5	
	6	 7	 8	 9	 10	 11	 12	
	13	 14	 15	 16	 17	 18	 19	
	20	 21	 22	 23	 24	 25	 26	
	27	 28	 29	 30	 31

広報とば  平成30 年4 月1日号 24

　ケーブルテレビを視聴するにはゼットティービーへの加入が
必要です。未加入のかたは加入をご検討ください。（引き込み工
事費および宅内工事費は別途負担していただくようお願いします）

製作番組「テレビ広報とば」
　　　　　（番組時間約 20分）

放送時間　午前6時、8時、10時、
正午、午後 2時、4時、6時、8時、
10時～



📞📞📞📞 0599 (24) 0023 
～お気軽にお問い合わせください。～ 

 

その他、各種契約書、許認可申請書類の作成・相談等々。 

 

「遺言書」を作りたい。 

 

「相続」手続について知りたい。 

  

行政書士河村事務所 
三重県行政書士会志摩支部会員 鳥羽五丁目 

E-mail office-kwmr@sf.commufa.jp 

 

広
　
　
告

一日を楽しく元気に過ごしていただきます

デイサービスほほえみ鳥羽

ただいま見学・体験利用募集中

☎

〒 鳥羽市船津町

事業者 ＮＰＯ法人 和泉

〒 伊勢市勢田町 ☏

いずみ 

広
　
　
告

相続
遺言書

広報とばに掲載された写真を差し上げます。
ご希望のかたは、総務課広報情報係まで。

まちで見かけた

元気な子

新
と
ば
っ
子
カ
ー
ド

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

 

25 

１
１
８
４

　
と
ば
っ
子
カ
ー
ド
は
、
４
月
１
日
よ
り

三
重
県
が
行
う
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト

事
業
と
連
携
し
、
市
外
の
店
で
も
利
用
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
連
携
に
あ
た
り
、
20
枚
綴
り
の

チ
ケ
ッ
ト
「
と
ば
っ
子
カ
ー
ド
」
が
、
１

枚
の
カ
ー
ド
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
今
ま
で
の
よ
う
に
チ
ケ
ッ
ト
を
切
り

取
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
対
象
で
あ
る
18
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
が

い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
カ
ー
ド

を
３
月
末
に
発
送
し
ま
し
た
の
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
観
光
客
な
ど
市
外
の
か
た
で
も

全
国
共
通
の「
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
」

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
入
っ
た
カ
ー
ド
な
ど
を

持
っ
て
い
る
か
た
に
つ
い
て
は
、
三
重
県

の
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
に
協
賛

し
て
い
る
お
店
で
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
事
業
所
の
か
た
が
た
に
と
っ
て
も
市
外

の
か
た
へ
向
け
て
「
子
育
て
家
庭
を
応
援

す
る
店
」
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
げ
る
機
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
三

重
県
事
業
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
子
育
て
支

援
室
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

広
報
と
ば
総
集
版

総
務
課
広
報
情
報
係

 

25 

１
１
１
４

　
平
成
29
年
度
発
行
の
「
広
報
と
ば
」
を

１
冊
に
ま
と
め
た
総
集
版
が
で
き
ま
し

た
。

価
格　
１
部
７
０
０
円
（
20
冊
限
定
）

販
売
場
所　
総
務
課
広
報
情
報
係

文
化
講
座
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か

市
立
図
書
館
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４
５
５
５

　
市
立
図
書
館
で
は
、
教
養
と
趣
味
を
兼

ね
た
、
俳
句
・
書
道
・
短
歌
・
絵
画
の
４

つ
の
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も

春
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

受
講
資
格　
中
学
生
以
上
（
保
護
者
と
同

じ
講
座
を
受
講
す
る
場
合
は
小
学
生
も
申

し
込
め
ま
す
が
、
書
道
は
小
学
３
年
生
か

ら
で
す
）

会
場　
市
立
図
書
館
２
階
・
会
議
室

会
費　
１
講
座
・
年
間
３
，
３
０
０
円

申
込
先　
市
立
図
書
館

講座名 と　き 講師 募集人員

俳 句
第1木曜日
午後２時～４時
（初回：5月10日）

平賀　節代 15人

書 道
第2金曜日
午後5時～7時
（初回：5月11日）

髙尾　紫岳 30人

短 歌
第4木曜日
午後1時30分～3時30分
（初回：5月17日）

喜多さかえ 15人

絵 画
第4木曜日
午後5時～7時
（初回：5月31日）

野村　昭輝 30人

◎
お
は
な
し
会

と
き　
4
月
7
日
（土）
午
後
２
時
～

『
大
工
と
鬼
六
』な
ど

◎
絵
本
と
紙
芝
居
の
会

と
き　
4
月
14
日
（土）
午
前
10
時
30
分
～

『
す
・て・
な・い・で
！
』ほ
か

◎
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
会

と
き　
4
月
27
日
（金）
午
前
10
時
30
分
～

『
な
で
て
な
で
て
』ほ
か

◎
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

と
き　
4
月
28
日
（土）
午
後
２
時
～

テ
ー
マ「
は
じ
ま
る
よ
！
本
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」

◎
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
勉
強
会

と
き　
4
月
17
日
（火）
午
前
10
時
～

◎
読
書
会
に
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

鳥
羽
こ
ど
も
の
本
の
会
は
、毎
月
第
2
火

曜
日
の
午
前
9
時
45
分
か
ら
開
催
し
て
い
ま

す
。全
員
で
同
じ
児
童
書
を
読
み
、感
動
し

た
こ
と
な
ど
を
語
り
合
い
ま
す
。ど
な
た
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
一
度
お
越

し
く
だ
さ
い
。

と
き　
4
月
10
日
（火）
午
前
9
時
45
分
～

テ
キ
ス
ト『
ね
え
、ど
れ
が
い
い
？
』

★
利
用
者
カ
ー
ド
の
更
新
手
続
き
の
お
願
い

　
4
月
1
日
よ
り
登
録
内
容
の
確
認
を
行
う

た
め
利
用
者
カ
ー
ド
の
更
新
手
続
き
を
行
い

ま
す
。更
新
が
必
要
な
か
た
に
は
、窓
口
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
身
分
証
明
書
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。く
わ
し
く
は
、図
書
館
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

★
4
月
23
日
（月）
～
5
月
12
日
（土）
は「
こ
ど
も

の
読
書
週
間
」で
す
。

「子育て支援パスート」
ロゴマーク

4 月１日～

暮らしの情報

お   
知   
ら   
せ

暮らしの情報　toba information

25 広報とば  平成30 年4 月1日号

広
　
　
告



少額負担（該当者）で
取得の書類、お取次ぎ
致します。

補 聴 器
福祉の補聴器

時計のデンチ入れ替え、修理、バンド調整。
創業　明治 29 年（西暦 1896 年）

時計 ・メガネ ・補聴器　
鳥羽3丁目16-26　ＴＥＬ（25）2148 ハ ラメガネは認定眼鏡士が対応の当店へ

新 商 品 寝ている間に乾燥
除菌します。8,980 円（税別）

広
　
　
告

 住宅・店舗のリフォームおまかせください！

村瀬建設株式会社
鳥羽市船津町 235番地　（鳥羽消防署となり）

耐震・省エネリフォーム～新築・土地探しまで幅広く対応させていただきます。

キッチン・バス・トイレ・外壁・屋根・窓・耐震補強・外構リフォームなんでもご相談ください！
テレビ CM でおなじみの 【 リクシル PATTO リフォーム 】 サービスショップ

０５９９-２６-２５８０見積もり無料！

広
　
　
告

information
4月１日～

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧

税
務
課
固
定
資
産
税
係
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１
１
３
３

　
市
で
は
、
固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧
を

行
い
ま
す
。

縦
覧
に
つ
い
て

　
市
内
の
土
地
、
家
屋
の
固
定
資
産
税
の

納
税
者
は
、
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
で
所
有

し
て
い
る
資
産
が
正
し
く
評
価
さ
れ
て
い

る
か
を
確
認
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間  

４
月
２
日
（月）
～
５
月
１
日
（火）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

と
こ
ろ  

税
務
課
固
定
資
産
税
係

手
数
料  

無
料

縦
覧
で
き
る
内
容　

土
地
…
所
在
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格

家
屋
…
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構

造
、
床
面
積
、
価
格

※
縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ
ー
は
で
き
ま
せ
ん
。

課
税
台
帳
の
閲
覧
に
つ
い
て

  

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
や
賃
借
権

な
ど
を
有
す
る
か
た
、
ま
た
は
、
１
月
２

日
以
降
に
土
地
や
家
屋
を
取
得
し
た
か
た

は
課
税
台
帳
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

閲
覧
期
間  

４
月
２
日
か
ら
１
年
間
で
、

対
応
時
間
は
縦
覧
と
同
様
で
す
。

手
数
料  

２
０
０
円

※
４
月
２
日
（月）
～
５
月
１
日
（火）
の
間
は
、

納
税
義
務
者
に
限
り
無
料
で
す
。

閲
覧
で
き
る
内
容  

固
定
資
産
税
の
納
税

義
務
者
は
、
当
該
納
税
義
務
者
に
係
る
す

べ
て
の
資
産
。
賃
借
権
な
ど
を
有
す
る
か

た
、
ま
た
１
月
２
日
以
降
に
土
地
や
家
屋

を
取
得
し
た
か
た
は
、
当
該
権
利
の
資

産
。
た
だ
し
、
当
該
権
利
を
証
す
る
書
類

な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
。

  

課
税
台
帳
の
写
し
は
郵
送
で
も
請
求
で

き
ま
す
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
納
税
通

知
書
の
課
税
資
産
内
訳
書
と
同
様
で
す
。

た
だ
し
、
課
税
台
帳
の
写
し
に
は
税
額
は

表
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

※
縦
覧
・
閲
覧
を
申
請
す
る
際
に
は
、
本

人
確
認
を
し
ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証
な

ど
の
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
、
郵
送
で

申
請
す
る
場
合
は
身
分
証
明
書
の
写
し
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
の
収
入
保
険
が
ス
タ
ー
ト

農
水
商
工
課
農
林
係
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１
２
３
１

　
農
作
物
共
済
（
水
稲
・
麦
）
、
家
畜
共

済
な
ど
の
農
業
共
済
制
度
の
大
幅
な
見
直

し
お
よ
び
「
収
入
保
険
制
度
」
の
創
設
な

ど
を
内
容
と
す
る
農
業
災
害
補
償
法
の
改

正
が
昨
年
６
月
に
成
立
し
、
法
律
名
も

「
農
業
保
険
法
」
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
農
業
保
険
法
は
、
今
年
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
、
収
入
保
険
は
本
年
秋
に
加
入
申

し
込
み
を
受
け
付
け
、
平
成
31
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
、
品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
、
米
・
麦
・
大
豆
・
野
菜
・
果
樹
・
茶

な
ど
の
農
産
物
を
対
象
と
し
、
自
然
災
害

に
よ
る
収
入
減
少
だ
け
で
な
く
、
価
格
低

下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補
て
ん
す

る
制
度
で
す
。
同
保
険
の
加
入
資
格
者

は
、
青
色
申
告
（
簡
易
含
む
）
を
行
っ
て

い
る
農
業
者
（
個
人
・
法
人
）
で
す
。

リ
メ
ン
バ
ー
赤
い
ハ
ン
カ
チ

鳥
羽
市
観
光
協
会

 

25 

３
０
１
９

　
鳥
羽
湾
に
寄
港
し
た
大
型
客
船
に
赤
い

ハ
ン
カ
チ
を
振
っ
て
見
送
り
、
鳥
羽
で
の

再
会
を
約
束
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
「
リ
メ
ン

バ
ー
赤
い
ハ
ン
カ
チ
」
を
実
施
し
ま
す
。

ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す

と
き　

�

４
月
28
日
（土）　

�

午
後
４
時
30
分
集
合

と
こ
ろ　
鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
１
番

乗
り
場

※
天
候
な
ど
に
よ
り
入
港
が
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
当
日
の
入
港
情
報
に
つ

い
て
は
、
鳥
羽
市
観
光
協
会
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

暮らしの情報　toba information
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連載コラム　健康づくり

か
ど
や
の
イ
ベ
ン
ト

大
庄
屋
か
ど
や

 

25 

８
６
８
６

展
示
「
極
限
の
美
に
魅
せ
ら
れ
て
」

　
伊
勢
サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
型
紙
教
室
有
志

に
よ
る
作
品
展

と
き　
４
月
８
日
（日）
～
22
日
（日）

第
64
回
か
ど
や
昼
下
が
り
コ
ン
サ
ー
ト

「
ス
ク
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
楽
し
も
う
！
」

と
き　
４
月
７
日
（土）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

演
奏　
Ｊ
ａ
ｍ
サ
ン
ド
（
ソ
プ
ラ
ノ
サ
ッ

ク
ス
、
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
、
キ
ー
ボ
ー

ド
、
ド
ラ
ム
）

内
容　
伊
勢
・
松
阪
を
中
心
に
活
動
し
て

い
る
Ｊ
ａ
ｍ
サ
ン
ド
の
み
な
さ
ん
が
、
映

画
音
楽
を
中
心
に
、
日
本
の
ポ
ッ
プ
ス
や

ジ
ャ
ズ
な
ど
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
演

奏
し
ま
す
。

第
１
回
か
ど
や
手
芸
倶
楽
部
「
つ
る
し
飾

り
の
椿
を
作
ろ
う
！
」

と
き　
４
月
14
日
（土）

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

参
加
費　
１
，
０
０
０
円
（
材
料
費
別
途

必
要
）

定
員　
10
人
（
最
少
催
行
人
数
５
人
）

申
込
方
法　
４
月
６
日
（金）
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

か
ど
や
調
理
倶
楽
部
「
ミ
ホ
ち
ゃ
ん
と
い

ち
ご
タ
ル
ト
を
作
ろ
う
！
」

と
き　
４
月
15
日
（日）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

参
加
費　
８
０
０
円

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
４
月
12
日
（木）
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
１
回
お
灸き

ゅ
うす
っ
き
り
講
座

と
き　
４
月
20
日
（金）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

参
加
費　
７
０
０
円

定
員　
10
人

申
込
方
法　
４
月
16
日
（月）
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
65
回
か
ど
や
昼
下
が
り
コ
ン
サ
ー
ト

「
か
ど
や
小
唄
教
室
お
さ
ら
い
会
」

と
き　
４
月
22
日
（日）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

演
奏　
か
ど
や
小
唄
教
室
つ
く
し
ん
ぼ
う

の
み
な
さ
ん

鳥
羽
春
ま
つ
り

賀
多
神
社
祭
礼
実
行
委
員
会
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２
３
３
３

　
賀
多
神
社
例
大
祭
・
鳥
羽
春
ま
つ
り
が

行
わ
れ
ま
す
。

宵
宮

と
き　
４
月
７
日
（土）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
６
時
ご
ろ

と
こ
ろ　

賀
多
神
社
境
内
（
雨
天
の
場

合
、
市
民
文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル
）

内
容　
子
ど
も
囃ば
や
し子

、
三
味
線
演
奏
、
狂

言
、
仕
舞
、
午
後
４
時
30
分
か
ら
は
一
発

芸
大
会
や
歌
謡
シ
ョ
ー
、
午
後
５
時
30
分

か
ら
は
福
引
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

例
大
祭

と
き　
４
月
８
日
（日）　
午
前
10
時
～

内
容　
舞
姫
奉
納
、
天
狗
行
列

環
境
共
育
講
座

鳥
羽
市
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
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９
２
０
０

　
長
い
間
眠
っ
て
い
る
ネ
ク
タ
イ
を
利
用

し
て
ブ
ロ
ー
チ
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

と
き　
4
月
19
日
（木）　
午
前
10
時
～
正
午

参
加
費　
１
０
０
円　

持
ち
物　
裁
縫
道
具

申
込
方
法　
4
月
12
日
（木）
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｒ
か
ら
の
お
願
い

東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

 

０
５
０
ー

３
７
７
２
ー

３
９
１
０

　
Ｊ
Ｒ
東
海
管
内
で
は
、
踏
切
設
備
の
な

い
場
所
に
お
い
て
列
車
通
過
の
際
に
直
前

横
断
が
発
生
し
、
列
車
が
急
停
止
す
る
と

い
う
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。
重
大
な
死

傷
事
故
に
も
繋
が
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
踏

切
設
備
の
な
い
場
所
で
の
横
断
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。
近
く
の
踏
切
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

歯
の
こ
と
何
で
も
電
話
相
談

（
相
談
無
料
）三

重
県
保
険
医
協
会

 

０
５
９
ー

２
２
５
ー

１
０
７
１

　
日
頃
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る
「
歯
に
関

す
る
悩
み
」
を
歯
科
医
師
が
直
接
回
答
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
４
月
15
日
（日）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

受
付
電
話
番
号

☎
０
５
９
ー

２
２
５
ー

１
０
７
１ 

ま
た
は

☎
０
５
９
ー

２
２
５
ー

８
７
４
７

ヤ
ギ
と
お
散
歩
し
ま
せ
ん
か
？

市
民
の
森
公
園
の
未
来
を
創
る
会

Ｐ
‐
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
代
表  

中
野
昌
則
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６
０
１
１

　
鳥
羽
市
民
の
森
公
園
の
ヤ
ギ
と
お
花
見

散
歩
を
し
ま
せ
ん
か
。
ヤ
ギ
と
ウ
サ
ギ
に

餌
を
あ
げ
た
り
お
菓
子
付
き
の
ク
イ
ズ
も

あ
り
ま
す
。
野
菜
く
ず
な
ど
あ
れ
ば
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

と
き　
４
月
８
日
（日）

　
　
　
※
雨
天
時
は
４
月
15
日
（日）

　
　
　
午
前
10
時
～

　
ヤ
ギ
舎
前
を
出
発
し
、
ガ
リ
バ
ー
広
場

ま
で
歩
き
ま
す
。

暮らしの情報　toba information
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information
4月１日～

津
地
方
法
務
局
に
お
け
る

国
籍
事
務
の
取
扱
庁
の
変
更

津
地
方
法
務
局
戸
籍
課

 

０
５
９
ー

２
２
８
ー

４
１
９
１

　
４
月
２
日
（月）
か
ら
、
津
地
方
法
務
局
に

お
け
る
国
籍
事
務
の
取
扱
庁
が
変
更
さ
れ

ま
す
。
鳥
羽
市
に
住
所
を
有
す
る
か
た
で

次
の
申
請
ま
た
は
届
出
な
ど
に
つ
い
て

は
、
津
地
方
法
務
局
戸
籍
課
で
手
続
き
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

帰
化
許
可
申
請　
外
国
人
の
か
た
が
日
本

国
籍
取
得
の
た
め
、
法
務
大
臣
に
申
請
す

る
た
め
の
手
続
き

届
出
に
よ
る
国
籍
取
得　
国
籍
法
に
定
め

ら
れ
た
外
国
籍
の
か
た
が
、
届
出
す
る
こ

と
で
日
本
国
籍
を
取
得
す
る
た
め
の
手
続

き国
籍
離
脱　
日
本
国
籍
と
そ
れ
以
外
の
国

籍
を
持
つ
重
国
籍
の
か
た
が
日
本
国
籍
を

離
脱
す
る
た
め
の
手
続
き

　
そ
の
ほ
か
の
国
籍
に
関
す
る
相
談
も
お

受
け
し
ま
す
。

ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・
プ
リ
マ

ベ
ラ
２
０
１
８観

光
課
観
光
振
興
係
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１
１
５
７

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の
大

会
「
ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・
プ
リ
マ
ベ
ラ

２
０
１
８
」
が
４
月
13
日
（金）
～
17
日
（火）

（
走
行
は
16
日
（月）
ま
で
）
に
近
畿
地
方
を

中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
約
70
台
の
美
し
い
ク
ラ

シ
ッ
ク
カ
ー
が
伊
勢
方
面
～
近
鉄
鳥
羽
駅

前
～
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
鳥
羽
展
望
台
～
志
摩

へ
と
走
行
し
ま
す
。
タ
レ
ン
ト
の
堺
正
章

さ
ん
や
横
山
剣
さ
ん
、
ラ
リ
ー
ド
ラ
イ

バ
ー
の
篠
塚
建
次
郎
さ
ん
も
出
走
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
沿
道
に
て
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

鳥
羽
市
内
通
過
予
定
日　
４
月
13
日
（金）

●
鳥
羽
駅
通
過
予
定
時
間

午
後
３
時
55
分
～
４
時
55
分

●
鳥
羽
展
望
台
通
過
予
定
時
間

午
後
４
時
25
分
～
５
時
25
分

　
く
わ
し
く
は
、
ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・
プ
リ

マ
ベ
ラ
２
０
１
８
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

遺
言
相
続
無
料
電
話
相
談
会

三
重
弁
護
士
会
事
務
局
（
相
談
専
用
電
話
）

 

０
５
９
ー

２
２
８
ー

３
１
４
３

と
き　
４
月
16
日
（月）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

相
談
担
当　
当
会
高
齢
者
・
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
所
属
弁
護
士
９
人
程
度

相
談
内
容　
遺
言
書
の
書
き
方
、
相
続
に

関
す
る
疑
問
点
な
ど
、
遺
言
と
相
続
に
関

す
る
問
題
全
般

相
談
に
関
す
る
問
合
せ
先

☎ 

０
５
９
ー

２
２
８
ー

２
２
３
２

募
　
　
集

移
住
起
業
者
施
設
整
備
補
助
金

農
水
商
工
課
商
工
労
政
係
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１
１
５
６

　
鳥
羽
に
移
住
し
て
起
業
す
る
際
の
施
設

整
備
費
用
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

交
付
対
象
者　
次
の
全
て
を
満
た
す
か
た

●
３
年
以
上
市
外
に
居
住
し
た
後
、
本
市

に
転
入
届
を
提
出
し
て
か
ら
２
年
未
満
、

ま
た
は
３
年
以
上
市
外
に
居
住
し
て
お

り
、
補
助
対
象
事
業
を
実
施
す
る
年
度
内

に
本
市
に
転
入
届
を
提
出
予
定
で
、
市
内

に
事
業
の
拠
点
を
整
備
し
て
起
業
し
、
２

年
以
上
継
続
し
よ
う
と
す
る
か
た

●
免
許
な
ど
を
必
要
と
す
る
業
種
の
場

合
、
申
請
時
に
既
に
免
許
な
ど
を
有
し
て

い
る
か
た

●
鳥
羽
市
創
業
支
援
事
業
計
画
に
定
め
る

特
定
創
業
支
援
事
業
（
市
窓
口
を
経
由
す

る
関
係
機
関
へ
の
相
談
や
市
主
催
の
起
業

セ
ミ
ナ
ー
）
を
既
に
受
け
て
い
る
か
当
該

年
度
に
受
け
る
こ
と
を
確
約
す
る
か
た

●
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
か
た

補
助
対
象
経
費
・
金
額　
起
業
に
必
要
な

建
物
の
新
築
・
改
装
工
事
（
設
計
、
備
品

な
ど
の
購
入
を
除
く
）
に
か
か
る
対
象
経

費
の
２
分
の
１
以
内
（
限
度
額
50
万
円
）

募
集
件
数　
２
件
程
度
（
先
着
順
）

そ
の
他　
工
事
契
約
前
に
申
請
し
、
交
付

決
定
後
に
工
事
契
約
を
し
ま
す
。
（
工
事

契
約
後
の
申
請
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
）国

税
専
門
官
採
用
試
験
受
験
者

名
古
屋
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

 

０
５
２
ー

９
５
１
ー

３
５
１
１

募
集
職
種　
国
税
専
門
官
（
大
学
卒
業
程

度
）

受
験
資
格

①
昭
和
63
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
か
た

②
平
成
９
年
４
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た

か
た
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
か
た
ま
た
は

平
成
31
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
か

た③
人
事
院
が
①
お
よ
び
②
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
た
か
た

申
込
方
法　
名
古
屋
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
の
職
員
採
用
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
４
月
11
日
（水）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が
で
き
な

い
場
合
は
、
名
古
屋
国
税
局
人
事
第
二
課

試
験
係
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

試
験
日

第
一
次
試
験　
６
月
10
日
（日）

第
二
次
試
験　
７
月
11
日
（水）
～
19
日
（木）
で

指
定
す
る
日

暮らしの情報　toba information

広報とば  平成30 年4 月1日号 28



連載コラム　健康づくり

市
営
住
宅
空
家
入
居
者

建
設
課
管
理
係

 

25 

１
１
７
１

募
集
住
宅　
５
戸

●
安
楽
島
団
地
（
一
般
世
帯
向
け
）

・
昭
和
48
年
築　
１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

・
昭
和
49
年
築　
１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

・
昭
和
53
年
築　
１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

・
昭
和
56
年
築　
１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

●
リ
バ
ー
サ
イ
ド
幸
丘
（
車
椅
子
世
帯
向

け
）

・
平
成
22
年
築　
１
戸
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

受
付
期
間　
４
月
２
日
（月）
～
13
日
（金）
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
曜
・
日

曜
日
を
除
く
）

受
付
場
所　
建
設
課
管
理
係

必
要
書
類　
入
居
申
込
書
（
４
月
２
日
（月）

か
ら
建
設
課
で
交
付
）
、
住
民
票
謄
本
、

所
得
証
明
書
（
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴
収

票
添
付
）
、
市
税
等
完
納
証
明
書
、
資
産

証
明
書
、
連
帯
保
証
人
承
諾
書
、
婚
約
者

は
婚
約
証
明
書
、
そ
の
他
必
要
に
応
じ
た

証
明
書

抽
選
日　
５
月
10
日
（木）

入
居
予
定
日　
7
月
2
日
（月）

※
抽
選
の
結
果
、
募
集
戸
数
に
満
た
な
い

場
合
は
、
継
続
し
て
募
集
し
ま
す
の
で
、

入
居
を
希
望
す
る
か
た
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

申
込
資
格

▽
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
か
た
（
持
家
が
な
い
か
た
）

▽
原
則
と
し
て
、
夫
婦
（
婚
約
者
を
含

む
）
か
親
子
を
中
心
と
し
た
家
族
（
不
自

然
な
世
帯
分
離
な
ど
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
）

▽
収
入
基
準
月
額
が
、
原
則
階
層
は

15
万
８
千
円
以
下
、
裁
量
階
層
（
高
齢

者
・
障
が
い
者
な
ど
の
世
帯
、
小
学
校

就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
）
は

21
万
4
千
円
以
下

▽
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
か
た

▽
過
去
に
市
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
た
か

た
は
家
賃
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

▽
申
込
者
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
６
号
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▽
三
重
県
内
に
在
住
の
連
帯
保
証
人
（
２

人
）
の
あ
る
か
た

※
車
椅
子
世
帯
向
け
の
住
宅
に
つ
い
て

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
か
ら
２
級

に
該
当
す
る
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
く
わ
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
（
前
期
）

市
民
課
保
険
年
金
係

 

25 

１
１
４
８

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
一
環

と
し
て
、
市
内
の
温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し

て
行
う
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
「
ア
ク
ア

ビ
ク
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
後
期

分
（
11
月
～
２
月
）
は
、
10
月
ご
ろ
に
募

集
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

と
き　
日
程
表
の
と
お
り

①
午
前
10
時
30
分
～
11
時
15
分
（
モ
ー
ニ

ン
グ
）

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
15
分
（
デ
イ
）

日程表
と　き

５月 ８日（火）、15日（火）、29日（火）
６月 ５日（火）、12日（火）、26日（火）
７月 ３日（火）、10日（火）、17日（火）
９月 ４日（火）、11日（火）、25日（火）
10月 ２日（火）、９日（火）、16日（火）
※開催日は、都合により変更する場合
があります。（８月は開催しません）

と
こ
ろ　
エ
ク
シ
ブ
鳥
羽

内
容　
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
に
し

て
気
軽
に
で
き
る
水
中
運
動

参
加
費　
５
，
０
０
０
円

定
員　
40
人
（
モ
ー
ニ
ン
グ
20
人
、
デ
イ

20
人
）

申
込
期
間　
４
月
２
日
（月）
～
16
日
（月）

対
象　
鳥
羽
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
20
歳
以
上
の
か
た
、
ま
た
は
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
か
た

申
込
方
法　
市
民
課
保
険
年
金
係
か
各
連

絡
所
の
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
新
規
申
込
者

を
優
先
し
、
前
回
受
講
者
を
対
象
に
抽
選

し
ま
す
。

受
講
申
込
結
果
の
連
絡　

受
講
の
決
定

は
、
申
込
用
紙
に
記
載
の
電
話
番
号
へ
連

絡
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
受
講
参
加
決

定
の
権
利
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
受
講
決
定
後
は
コ
ー
ス
の
変

更
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
受
講
す
る
際
は
、
会
場
が
会
員
制
ホ
テ

ル
で
あ
る
た
め
、
ほ
か
の
お
客
様
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

中
心
市
街
地
空
き
家
等
商
業

利
用
促
進
事
業
補
助
金

農
水
商
工
課
商
工
労
政
係

 

25 

１
１
５
６

　
空
き
家
や
空
き
店
舗
な
ど
、
中
心
市
街

地
で
現
在
、
商
業
利
用
さ
れ
て
い
な
い
既

存
の
建
物
を
活
用
し
、
集
客
施
設
や
店
舗

を
開
設
す
る
か
た
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
金
額　
空
き
家
な
ど
を
集
客
施
設
や

店
舗
に
改
装
す
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
限
度
額
50
万
円
）

募
集
期
間　
４
月
２
日
（月）
か
ら
随
時

募
集
件
数　
４
件
程
度
（
先
着
順
）

申
請
方
法　
申
請
書
を
農
水
商
工
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
農
水
商

工
課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

暮らしの情報　toba information

information
4月１日～

29 広報とば  平成30 年4 月1日号



information
4月１日～

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者

建
設
課
管
理
係

 

25 

１
１
７
１

募
集
す
る
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

リ
バ
ー
サ
イ
ド
幸
丘
団
地
（
３
Ｄ
Ｋ
）

家
賃　
６
２
，
０
０
０
円　

受
付
期
間　
４
月
２
日
（月）
～
13
日
（金）
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
曜
・
日

曜
日
は
除
く
）

※
受
付
期
間
内
に
入
居
者
が
決
ま
ら
な
い

場
合
は
、
期
間
を
延
長
し
ま
す
。
受
付
期

間
が
経
過
し
た
後
に
、
入
居
を
希
望
す
る

か
た
は
、
建
設
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

受
付
場
所　
建
設
課
管
理
係

必
要
書
類　
入
居
申
込
書
（
４
月
２
日
（月）

よ
り
建
設
課
で
交
付
し
ま
す
）
、
住
民
票

謄
本
、
所
得
証
明
書
（
給
与
所
得
者
は
源

泉
徴
収
票
添
付
）
、
市
税
等
完
納
証
明

書
、
資
産
証
明
書
、
連
帯
保
証
人
承
諾

書
、
婚
約
者
は
婚
約
証
明
書
、
そ
の
他
必

要
に
応
じ
た
証
明
書

入
居
予
定
日　
６
月
１
日
（金）

申
込
資
格

▽
現
在
、
持
ち
家
が
な
い
か
た

▽
原
則
と
し
て
、
夫
婦
（
婚
約
者
を
含

む
）
か
親
子
中
心
の
家
族
（
不
自
然
な
世

帯
分
離
な
ど
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

▽
収
入
基
準
月
額
が
、
原
則
階
層
は

25
万
９
千
円
以
下
の
か
た
、
裁
量
階
層

（
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
の
世
帯
、
小

学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
）
は

48
万
７
千
円
以
下
の
か
た

▽
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
か
た

▽
過
去
に
市
営
住
宅
な
ど
に
入
居
し
て
い

た
か
た
は
家
賃
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

▽
申
込
者
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
６
号
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▽
三
重
県
内
に
在
住
の
連
帯
保
証
人
（
２

人
）
の
あ
る
か
た

裁
判
所
・
検
察
庁
・
弁
護
士

会
共
同
見
学
会

津
地
方
検
察
庁
検
察
広
報
官

 

０
５
９
ー

２
２
８
ー

４
１
６
５

　
裁
判
員
裁
判
を
は
じ
め
と
す
る
刑
事
手

続
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
共
同
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

と
き　
５
月
29
日
（火）

　
　
　

�

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分　

　
　
　
※
午
後
１
時
15
分
集
合

集
合
場
所　
津
地
方
検
察
庁

内
容　
裁
判
員
裁
判
法
廷
・
検
察
庁
の
取

調
室
な
ど
の
見
学
、
裁
判
官
・
検
察
官
・

弁
護
士
な
ど
に
よ
る
刑
事
手
続
の
説
明

定
員　
30
人
（
参
加
費
無
料
、
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

応
募
方
法　

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項

（
「
裁
判
所
・
検
察
庁
・
弁
護
士
会　
共

同
見
学
会
」
参
加
希
望
、
代
表
者
氏
名
・

ふ
り
が
な
、
住
所
・
電
話
番
号
、
同
行
者

（
２
人
ま
で
）
の
氏
名
・
ふ
り
が
な
、
本

行
事
を
知
っ
た
き
っ
か
け
、
返
信
用
は
が

き
表
面
に
抽
選
結
果
が
届
く
宛
先
）
を

記
入
し
、
津
地
方
検
察
庁
検
察
広
報
官

（
〒
514-

8512
津
市
中
央
３
番
12
号
）
ま
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
５
月
11
日
（金）
必
着

６
次
産
業
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
の
登
録

農
水
商
工
課

 

25 

１
２
３
０

　
市
で
は
、
第
１
次
産
業
の
振
興
を
図
る

た
め
、
農
林
漁
業
生
産
と
加
工
・
販
売
の

一
体
化
や
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
な
ど
、
第
１
次
産
業

従
事
者
が
取
り
組
む
「
６
次
産
業
化
」
を

促
進
し
、
生
産
者
の
み
な
さ
ん
が
課
題
に

つ
い
て
専
門
家
に
相
談
し
な
が
ら
ほ
か
の

生
産
者
と
情
報
共
有
で
き
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
６
次
産
業

化
に
取
り
組
み
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

参
画
を
希
望
す
る
第
１
次
産
業
従
事
者
の

か
た
（
個
人
、
団
体
を
問
わ
な
い
）
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
４
月
９
日
（月）
よ
り
随
時

申
請
方
法　
申
請
書
を
農
水
商
工
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
農
水
商

工
課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
既
登
録
者

の
申
請
は
不
要
で
す
。

国
家
公
務
員
採
用
試
験

人
事
院
中
部
事
務
局
第
二
課
試
験
係

 

０
５
２
ー

９
６
１
ー

６
８
３
８

　
人
事
院
は
平
成
30
年
度
に
次
の
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。
受
験
案
内
な
ど
は
人
事

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
ま
た
、
受
験
申
し
込
み
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。　
　

総
合
職
試
験
（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
試
験
）

受
付
期
限　
４
月
９
日
（月）

第
一
次
試
験
日　
４
月
29
日
（
日
・
祝
）

一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

受
付
期
間　
４
月
６
日
（金）
～
18
日
（水）

第
一
次
試
験
日　
６
月
17
日
（日）

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

津
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

 

０
５
９
ー

２
２
６
ー

４
８
７
６ 

(

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン)

　
裁
判
所
職
員
採
用
総
合
職
試
験
（
裁
判

所
事
務
官
・
家
庭
裁
判
所
調
査
官
補
、
院

卒
者
区
分
・
大
卒
程
度
区
分
）
お
よ
び
一

般
職
試
験
（
裁
判
所
事
務
官
、
大
卒
程
度

区
分
）
の
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　
４
月
２
日
（月）
午
後
３

時
～
10
日
（火）

郵
送　
４
月
２
日
（月）
～
４
日
（水）
※
当
日
消

印
有
効

第
一
次
試
験
日　
５
月
13
日
（日）
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information
4月１日～

市　の　人　口
平成 30年２月末日現在（　）内は前月比

人　口　　１９，１４０人（－６２人）
男　　　　　９，００２人（－２４人）
女　　　　１０，１３８人（－３８人）
世帯数　　８，４３９世帯（－１４世帯）

お　く　や　み
ご冥福をお祈りします

（３月 15日までに届出のあったかた）敬称略

名前 年齢 亡くなった日 町名

小堀　明美 （68） ３．1 一丁目
田中　廣篤 （76） ３．13 二丁目
中村　繁郎 （77） ３．10 三丁目
上紺屋つた子 （92） ３．15 三丁目
山路　ひ （81） ３．14 五丁目
磯﨑　秀松 （70） ２．17 小浜
齋藤　　均 （84） ３．14 小浜
山神ツヤ子 （88） ３．10 大明西
竹内　良直 （54） ３．14 松尾
奥村　政春 （91） ２．19 河内
久保田忠夫 （85） ２．19 浦村
城山　かよ （98） ３．10 石鏡
片山　又治 （94） ３．4 桃取
齋藤　康紀 （68） ３．9 桃取
川原　久人 （65） ２．18 答志
寺濱ひさ子 （89） ３．7 答志
中村　くに （80） ２．26 菅島
寺田伊左男 （83） ２．22 神島

お　よ　ろ　こ　び
お誕生おめでとう

（３月 15日までに届出のあったかた）敬称略
こどもの名前 届出人 生まれた日 町名

永島　侑
ゆう

奈
な

秀志 ２．15 堅神
福原こころ 幸星 ２．23 高丘
城山　楓

か え ら

來 和馬 ２．15 大明東
井村　心

ここ

美
み

義仁 ３．6 相差
小久保美

み

波
なみ

太朗 ２．23 神島

編集と発行

総務課広報情報係
〒 517-0011　鳥羽市鳥羽三丁目 1-1
 0599-25-1114
ホームページ  http://www.city.toba.mie.jp/
E メール  koho@city.toba.lg.jp

６
次
産
業
化
活
動
支
援
補
助
金

農
水
商
工
課

 

25 

１
２
３
０

　
第
１
次
産
業
従
事
者
に
よ
る
商
品
開
発

や
販
路
拡
大
を
支
援
す
る
た
め
、
取
り
組

み
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
市
税

の
滞
納
が
な
く
、
同
一
事
業
で
ほ
か
の
制

度
に
よ
る
補
助
を
受
け
て
い
な
い
か
た

●
市
内
に
お
住
ま
い
の
農
漁
業
者

●
地
元
の
農
協
、
漁
協
お
よ
び
両
組
合
が

出
資
す
る
組
織

●
市
内
の
農
漁
業
者
が
主
体
的
に
加
工
・

販
売
活
動
に
携
わ
る
団
体
で
運
営
に
関
す

る
規
約
を
有
す
る
組
織

対
象
事
業　
加
工
品
の
開
発
や
商
品
の
販

路
拡
大
に
取
り
組
む
事
業
（
対
象
経
費
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

補
助
率　
２
分
の
１
以
内
（
10
万
円
を
上

限
）

募
集
件
数　
５
件
程
度
（
予
算
の
範
囲
で

の
交
付
と
な
り
ま
す
）

申
請
受
付
開
始　
４
月
９
日
（月）

申
請
方
法　
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
農
水
商
工
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
様
式
は
、
農
水
商
工
課
に
あ
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

駅
ボ
ラ
し
ま
せ
ん
か

観
光
課
観
光
振
興
係

 

25 

１
１
５
７

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
勢
志
摩
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー

 

21 

０
５
５
０

　
鳥
羽
駅
を
利
用
す
る
観
光
客
の
か
た
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
行
い
ま
す
。

お
客
様
の
た
め
に
、
あ
な
た
の
知
識
を
役

立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

５
月
３
日
（
木
・
祝
）
・
４
日

（
金
・
祝
）
・
５
日
（
土
・
祝
）

午
前
の
部　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時

30
分

午
後
の
部　
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

※
都
合
の
よ
い
時
間
に
活
動
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
応
募
の
状
況
に
よ
り
、
調
整
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　
近
鉄
鳥
羽
駅
周
辺

募
集
人
員　
35
人
程
度

募
集
締
切　
４
月
18
日
（水）

活
動
内
容　
駅
を
利
用
す
る
観
光
客
の
か

た
へ
の
観
光
案
内
、
車
い
す
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
の
貸
し
出
し
、
体
の
不
自
由
な
か
た

へ
の
お
手
伝
い
な
ど
。

応
募
条
件

・
15
歳
以
上
の
か
た
（
15
歳
未
満
の
か
た

は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

・
観
光
に
興
味
の
あ
る
か
た

・
事
前
研
修
に
参
加
で
き
る
か
た

・
鳥
羽
駅
ま
で
自
身
で
移
動
で
き
る
か
た

・
無
報
酬
で
参
加
で
き
る
か
た

【
事
前
研
修
に
つ
い
て
】

　
よ
り
よ
い
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
研
修
（
軽
食
付
）
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　
４
月
22
日
（日）　

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　
鳥
羽
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
近

鉄
鳥
羽
駅
前
）

特
典　
市
内
観
光
施
設
の
ペ
ア
入
場
カ
ー

ド
と
交
通
機
関
の
１
日
乗
車
券
を
進
呈
し

ま
す
。
事
前
の
施
設
研
修
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
ペ
ア
入
場
カ
ー
ド
〉
鳥
羽
水
族
館
、

ミ
キ
モ
ト
真
珠
島
、
鳥
羽
湾
め
ぐ
り
と

イ
ル
カ
島
、
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
（
車
不

可
）
、
伊
勢
志
摩
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
（
車
１

台
分
）
、
市
立
海
の
博
物
館

〈
１
日
乗
車
券
（
本
人
の
み
）
〉
Ｃ
Ａ
Ｎ

ば
す
、
か
も
め
バ
ス
、
市
営
定
期
船
※
利

用
条
件
あ
り
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編
集
後
記

広
報
マ
ン

広
報
マ
ン
卒
業

山
本　

４
月
の
人
事
異
動
で
観
光

課
へ
配
属
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

木
下　

本
当
で
す
か
！
仕
事
の
こ

と
で
教
え
て
欲
し
い
こ
と
が
ま
だ

ま
だ
あ
り
ま
す
よ
。

髙
島　

山
本
君
は
こ
の
係
で
一
番

長
か
っ
た
し
、
中
心
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
た
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
と
助
け
ら
れ
た
な
あ
。

山
本　

新
規
採
用
か
ら
５
年
い
ま

し
た
の
で
名
残
惜
し
い
で
す
が
、

気
持
ち
を
新
た
に
、
次
の
環
境
で

頑
張
り
ま
す
！

髙
島　
お
お
、
そ
う
か
！
じ
ゃ
あ
、

さ
っ
そ
く
観
光
の
記
事
の
原
稿
を

頼
む
よ
。

木
下　

あ
と
行
政
放
送
の
原
稿
も

お
願
い
し
ま
す
。

山
本　

少
し
は
ね
ぎ
ら
っ
て
く
だ

さ
い
よ
…
。

暮　ら　し　の　相　談
●各種相談

と　き ところ 時　間
第２・第４日曜日 安楽島漁協前 8:00 ～ 10:00

と　き ところ 時　間
第１・第３日曜日 旧今浦保育所 8:00 ～ 10:00

●あらしま朝市　 問い合わせ／あらしま新鮮組  090-7950-4425
朝　　　　　　　市

●今浦朝市　問い合わせ／麻生の浦会 090-4117-2503

と　き ところ 時　間
第１・第３日曜日 国崎漁協近く 8:30 ～ 10:00

●国崎朝市　 問い合わせ／国崎朝市実行委員会  080-1576-1052

子　育　て　応　援　

対　象 ところ と　き
未就園のこどもと

その保護者
子育て支援センター

（あおぞら保育所２階）
月～金 9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 15:30
※子育て相談は、月～金 9:00 ～ 16:30

●あそびの広場「だっこ」　問い合わせ／子育て支援センター  25 7225

●子育てサロン　問い合わせ／社会福祉協議会  25 1188

開催日 内　容（ひだまり２階ひだまりホール 10：00 ～ 12：00）
5 日 ( 木 ) 市民の森でお花見遠足　～ひだまりから歩こう🌸

12 日 ( 木 ) 親子のふれあい遊び　～自己紹介もして仲良くなろう♪
19 日 ( 木 ) 里ちゃんのハンドマッサージ　～人気の手相も見てくれるよ！
26 日 ( 木 ) 純ちゃんの鯉のぼりをつくろう！＆誕生会　～親子で楽しめます > )゚))) 彡

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

対　象 ところ と　き

就学前の
こどもと

その保護者

相差女性活動センター 3 日（火）、17 日（火）10:00 ～12:00
菅島コミュニティアリーナ 毎週水曜日10:30 ～12:00

答志コミュニティアリーナ 18 日（水）、25 日（水） （日程変更の場
合あり）10:00 ～12:00

相 談 内 容 実施日 受付時間・窓口 会　場
教育相談 月～金 9:00 ～ 16:30　  25 2457 旧小浜小学校内教育支援センター HARP

総
合
こ
ど
も
相
談

児童相談所による
相談療育手帳判定 毎週水曜日 9:00 ～ 16:30

 0596 27 5143 南勢志摩児童相談所

随時相談 月～金
「ほっぷ」9:00 ～ 16:30

 25 7221

保健福祉センターひだまり
心理カウンセラーによる

相談　発達検査 17 日 ( 火 )
保健福祉センターひだまり※要予約

一般相談は、３日前までに予約
（予約があるときのみ開催）

法律相談（弁護士） 26 日 ( 木 )
13:00 ～ 15:30　  25 1188公証人相談 12 日 ( 木 )

一般相談 （何でも相談） 19 日 ( 木 )
交通事故相談 11 日 ( 水 ) 13:00 ～ 15:00　  25 1126

市民課（市民文化会館１階）※要予約人権相談
17 日 ( 火 ) 13:30 ～ 15:30　  25 1141

行政相談
障害相談 月～金   9:00 ～ 17:00　  25 1183 保健福祉センターひだまり

消費生活相談 月・水・金   9:00 ～ 16:00　  25 1241 消費生活相談室（市民文化会館３階）
夜間納税相談 月～金 17:15 ～ 21:00　  25 1132 税務課（市民文化会館２階）※要予約

女性相談 月・水   9:00 ～ 17:00　  25 1276 保健福祉センターひだまり

●子育て応援！ 0.1.2.3 サークル　問い合わせ／健康福祉課健康係  25 1146
　 Facebook https://www.facebook.com/toba0.1.2.3

神島町の子どもゲーター祭
(くわしくは、２ページをご覧ください。）
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